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は
じ
め
に
　

　

中
京
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
新
奇
談
』（
半
紙
本
三
巻

三
冊
）
は
、『
宝
暦
雑
録
』
の
改
題
写
本
で
あ
る
。『
宝
暦
雑
録
』
の

諸
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
が
そ
な
わ
る（
１
）も
の
の
、
改
題
本

の
所
在
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
報
告
が
な
い
。
加
え
て
、

『
古
新
奇
談
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
同
図
書
館
蔵
本
以
外

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
当
該
本
は
全
冊
が
揃
っ
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
前
後
の
内
容
も
他
本
に
よ
っ
て
明
ら
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

現
状
に
あ
る
が
、『
宝
暦
雑
録
』
の
享
受
の
あ
り
方
を
窺
知
し
う
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

『
宝
暦
雑
録
』
は
、
書
名
の
通
り
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
︱
六

四
）
に
幕
閣
か
ら
町
人
に
至
る
ま
で
様
々
な
人
々
が
起
こ
し
た
種
々

の
事
件
、
大
坂
を
中
心
と
し
た
市
井
の
出
来
事
を
寄
せ
集
め
た
写
本

巷
談
集
で
あ
る
。
と
あ
る
町
人
の
男
性
が
後
妻
に
殺
害
さ
れ
た
一
件

（「
大
坂
兵
庫
町
九
兵
衛
後
妻
霜
夫
を
あ
や
め
る
事
」）
や
、
越
後
国

水
原
の
代
官
の
子
息
が
身
持
放
埓
で
あ
っ
た
た
め
に
、
飢
餓
に
悩
ま

さ
れ
た
民
百
姓
を
助
命
す
る
た
め
の
せ
っ
か
く
の
「
救す
く
ひ
ま
い米」

を
遣
い

込
ん
だ
た
め
に
流
罪
に
及
ん
だ
一
件
（［
北
国
民
御
救
米
御
仁
愛
之

事
］）
な
ど
と
い
っ
た
醜
聞
に
属
す
る
内
容
で
さ
え
実
名
を
憚
る
こ

と
な
く
明
か
し
て
い
る
た
め
、
享
保
の
出
版
条
例
を
持
ち
出
す
ま
で

も
な
く
、
版
本
で
の
刊
行
は
か
な
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
写
本
で
流
布
し

た
。
全
三
篇
五
十
冊
に
も
及
ぶ
と
伝
わ
る（
２
）大
部
な
写
本
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、「「
宝
暦
雑
録
」
こ
そ
大
阪
最
初
の
巷
談
集
と
考
え
て

間
違
い
な
さ
そ
う
」
（
３
）

な
ま
で
に
流
布
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、『
古
新
奇
談
』
は
貮
篇
の
三
巻
全
二
十
四
話
の
み
が
残
存

し
て
い
る
。

　

結
論
か
ら
述
べ
れ
ば
、
全
話
既
に
『
上
方
藝
文
叢
刊
』
に
翻
刻
紹

介
さ
れ
て
い
る
話
材
と
同
内
容
で
あ
り
、
新
規
の
章
段
は
な
か
っ
た
。

浜
　
田
　
泰
　
彦

《
翻
刻
・
紹
介
》『
古
新
奇
談
』
貮
篇
第
六
・
第
八
・
第
拾
壱

│
│
『
宝
暦
雑
録
』
改
題
本
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『
宝
暦
雑
録
』
と
の
章
段
対
照
は
、【
別
表
】
に
譲
り
た
い
。『
宝
暦

雑
録
』
の
全
諸
本
の
本
文
比
較
対
象
す
べ
き
で
あ
る
が
、
到
底
私
の

力
量
に
は
及
ば
ず
、
網
羅
的
調
査
に
は
至
っ
て
い
な
い（
４
）。

中
之
島
図

書
館
朝
日
新
聞
社
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号　

朝
日325.3-3

）
と
の
み

本
文
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、『
古
新
奇
談
』
と
は
字
句
の
相
違
は
あ

る
も
の
の
、
章
段
の
大
意
に
相
違
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
多
少
の
差
異
は
み
と
め
ら
れ
る
。「
泉
町
紙
屋
嘉
助

乱ら
ん

死し

之
事
」（
貮
篇
第
六
）
は
、
朝
日
新
聞
社
旧
蔵
『
宝
暦
雑
録
』

「
酒
屋
亭
主
釜
入
即
死
の
事
」（
初
編
巻
之
八
）
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た（
５
）内

容
に
な
っ
て
お
り
、
紙
屋
嘉
助
の
下
人
が
湯
を
沸
か
し

な
が
ら
煙
草
を
呑
ん
で
い
る
箇
所
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
摂
州
黒
川
村
乞
食
騒
動
之
事
」（
貮
篇
第
六
）
は
、
同
蔵
本
『
宝

暦
雑
録
』「
摂
州
黒
川
村
非
人
共
狼
藉
の
事
」（
初
編
巻
之
八
）
と
同

内
容
で
あ
る
が
、
困
窮
し
た
乞
食
の
騒
動
を
収
拾
し
え
な
か
っ
た
細

井
安
藝
守
・
桜
井
丹
後
守
の
二
名
の
大
坂
町
奉
行
を
「
愚
鈍
之
両
奉

行
」、「
御
両
人
共
愚
昧
の
生
質
」
と
『
古
新
奇
談
』
で
は
指
弾
す
る

の
に
対
し
、『
宝
暦
雑
録
』
で
は
そ
の
よ
う
な
文
言
は
み
ら
れ
な
い
。

　

『
古
新
奇
談
』
残
存
本
二
十
四
話
は
、
お
お
む
ね
宝
暦
八
（
一
七

五
八
）
～
九
（
一
七
五
九
）
年
に
集
中
し
て
い
る
。
例
外（
６
）を

除
け
ば
、

年
代
順
に
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

『
古
新
奇
談
』
の
筆
跡
は
比
較
的
達
意
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
御
代
官
山
中
源
四
郎
一
件
之
事
」（
貮
篇
第
八
）
と
「
北
国
民
御

救
米
御
仁
愛
之
事
」（
貮
篇
第
拾
壱
）
の
内
容
が
重
複
し
て
し
ま
っ

て
い
る
等
の
不
手
際
も
犯
し
て
い
る
。『
古
新
奇
談
』
の
成
立
時
期

を
確
定
し
う
る
内
部
徴
証
は
な
い
が
、
推
定
し
う
る
材
料
は
あ
る
。

『
宝
暦
雑
録
』［
秋
の
頃
正
月
規
式
之
事
］
を
『
古
新
奇
談
』
で
は
、

「
金
銀
儀
礼
遣
ひ
之
事
」
と
「
大
坂
御
城
堀
は
ま
り
之
事
」
に
分
割

し
、『
古
新
奇
談
』「
諸
方
好
士
狂
歌
発
句
之
事
」
は
、『
宝
暦
雑
録
』

か
ら
［
専
念
寺
開
帳
女
郎
百
人
一
首
の
事
］
と
［
無
縁
客
新
町
遊
興

諸
訳
之
事
］
を
接
続
し
て
、
両
者
を
開
好
堂
口
松
の
「
狂
歌
の
い
と

面
白
き
」「
は
な
し
」
の
「
書
捨
」
に
見
立
て
る
編
纂
を
行
っ
て
い

る
。
以
上
の
事
象
か
ら
、『
古
新
奇
談
』
は
『
宝
暦
雑
録
』
の
諸
本

が
あ
る
程
度
揃
っ
た
時
点
で
、
手
を
加
え
て
成
立
し
た
書
冊
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

『
古
新
奇
談
』
と
い
う
書
名
か
ら
す
ぐ
に
『
宝
暦
雑
録
』
を
思
い

浮
か
べ
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、「
奇
談
」
と
い
う
書

名（
７
）に
目
を
転
じ
る
と
、
実
事
を
記
し
た
写
本
に
用
い
ら
れ
る
例
は
少

な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
三
河
国
内
の
寺
院
の
由
来
を
書
き
遺
し
た

『
寺
院
奇
談
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
、
請
求
番
号308-3

）
や
、

明
和
八
（
一
七
七
一
）
年
四
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
難
波
の

人
々
が
続
々
と
御
蔭
参
り
を
行
っ
た
記
録
を
書
き
遺
し
た
『
御
影
参

／
難
波
語
〉
辛
卯
奇
譚
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
、
請
求
番
号

8833-48-2
）、
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
に
紀
伊
国
の
農
村
で
発
生

し
た
旱
魃
や
一
揆
等
を
記
録
し
た
一
気
散
人
序
『
百
生
一
奇
談
』
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『
古
新

奇
談
』

話
数

『
古
新
奇
談
』

『
宝
暦
雑
録
』

1

大
坂
兵
庫
町
九
兵
衛
後
妻
霜
夫
を
あ
や

め
る
事

大
坂
兵
庫
町
九
兵
衛
後
妻
霜
夫
を
あ
や
め

る
事

2

霜
御
追
放
に
逢
ふ
事

九
兵
衛
女
房
霜
御
追
放
に
逢
ふ
事

3

大
坂
所
々
刃
傷
記
し
集
る
事

大
坂
所
々
刃
傷
記
し
集
る
事

4

四
季
の
手
ま
り
歌
之
事

［
色
町
悪
口
手
鞠
歌
の
事
］

5

大
坂
町
中
武
家
方
無
礼
の
義
御
触
之
事
［
釣
鐘
町
火
見
所
々
高
梯
子
始
り
し
事
］

6

松
平
陸
奥
守
殿
御
拂
米
之
事

［
政
宗
公
兵
具
今
宮
村
庄
屋
所
持
の
事
］

後
半

7

京
都
諸
司
代
堂
上
方
江

御
引
合
之
事

［
釣
鐘
町
火
見
所
々
高
梯
子
始
り
し
事
］

8

泉
町
紙
屋
嘉
助
乱
死
之
事

酒
屋
亭
主
釜
入
即
死
の
事

9

摂
州
黒
川
村
乞
食
騒
動
之
事

摂
州
黒
川
村
非
人
共
狼
藉
の
事

�

（
中
之
島
図
書
館
本
）

10

谷
町
酒
屋
の
表
江

女
の
首
捨
置
事

谷
町
軒
下
に
女
の
生
首
有
し
事

11

金
銀
儀
礼
遣
ひ
之
事

［
秋
の
頃
正
月
規
式
之
事
］

12

大
坂
御
城
堀
は
ま
り
之
事

［
秋
の
頃
正
月
規
式
之
事
］

『
古
新

奇
談
』

話
数

『
古
新
奇
談
』

『
宝
暦
雑
録
』

13

阿
蘭
陀
木
綿
種
之
事

［
名
歌
の
徳
に
て
火
災
遁
れ
し
事
］
後
半

14

御
代
官
山
中
源
四
郎
殿
一
件
之
事

［
北
国
民
御
救
米
御
仁
愛
之
事
］

15

大
坂
油
屋
願
之
事

［
摂
府
油
屋
出
入
御
政
法
之
事
］

16

河
洲
久
宝
寺
村
安
井
何
某
が
事

（
久
宝
寺
村
庄
屋
請
地
の
事
）

17

将
軍
宣
下
之
事

（
将
軍
家
御
昇
進
勅
使
の
事
）

18

江
戸
大
火
之
事

（
江
戸
大
火
の
事
）
＋

�

（
江
戸
城
と
も
し
油
の
事
）

19

諸
方
好
士
狂
歌
発
句
之
事

［
専
念
寺
開
帳
女
郎
百
人
一
首
の
事
］
＋

�

［
無
縁
客
新
町
遊
興
諸
訳
之
事
］

20

本
間
孫
四
郎
弓
勢
末
世
に
明
白
之
事

［
本
間
孫
四
郎
弓
勢
末
世
に
明
白
之
事
］

21

名
歌
の
徳
に
て
火
災
逃
れ
し
事

［
名
歌
の
徳
に
て
火
災
逃
れ
し
事
］

22

北
国
民
御
救
米
御
仁
愛
之
事

［
北
国
民
御
救
米
御
仁
愛
之
事
］

23

蝦
夷
ヶ
嶋
細
見
之
事

［
蝦
夷
が
嶋
細
見
の
評
事
］

24

蝦
夷
ヶ
嶋
佛
神
の
有
無
器
材
の
事

［
蝦
夷
が
嶋
細
見
の
評
事
］

【
別
表
】『
古
新
奇
談
』・『
宝
暦
雑
録
』
各
章
段
対
照
表

※
『
宝
暦
雑
録
』
の
章
題
は
、
断
り
が
な
い
限
り
『
上
方
藝
文
叢
刊
』
８
所
収
に
拠
っ
た
。
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（
和
歌
山
県
立
文
書
館
堀
家
文
書
蔵
本
、
請
求
番
号
ス- 

54
）
（
８
）

等

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
録
系
写
本
に
採
ら
れ
た
書
名
の
「
奇
談
」

の
性
格
も
あ
わ
せ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
後
考
を
期
す

こ
と
と
し
た
い
。

　

『
古
新
奇
談
』
の
残
存
巻
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
全
貌
を
明
ら

か
に
で
き
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
、
大
方
の
ご

批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

【
注
】

（
１
）『
上
方
藝
文
叢
刊
』
８
上
方
巷
談
集
（
一
九
八
二
年
、
八
木

書
店
）
で
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
朝
日
新
聞
文
庫
蔵

本
を
は
じ
め
と
す
る
七
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
宝
暦
雑

録
』
の
校
注
担
当
者
は
、
井
口
洋
氏
・
松
原
秀
江
氏
）。

七
点
の
ほ
か
、「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

で
は
、
万
栄
居
士
著
と
し
て
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

（
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
旧
蔵
本
）
と
大
阪
天
満
宮
所
蔵
本
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
山
本

秀
樹
「
志
道
軒
補
考
―
『
宝
暦
雑
録
』
記
事
の
検
討
」（『
江

戸
文
学
』
24　

二
〇
〇
一
年
十
一
月
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
２
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
貸
本
屋
大
野
屋
惣
八
旧
蔵

本
）
万
栄
居
士
序
文
に
「
今
の
ふ
る
処
の
雑
語
、
題
号
と
し

宝
暦
雑
録
と
て
、
初
篇
廿
五
巻
、
後
篇
拾
五
巻
、
俗
（
マ
マ
）篇

十
巻
、

部
し
て
五
十
冊
に
筆
を
畢
ぬ
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
な
お
、

引
用
は
中
村
幸
彦
「
宝
暦
雑
録
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第

十
四
巻　

一
九
八
三
年
、
中
央
公
論
社
）
所
収
に
拠
っ
た
。

（
３
）
多
治
比
郁
夫
「
大
阪
の
巷
談
集
」（『
京
阪
文
藝
史
料
』
第
二

卷　

二
〇
〇
五
年
、
青
裳
堂
書
店
）。

（
４
）
本
稿
は
、
高
橋
圭
一
「
実
録
研
究
の
今
―
中
村
幸
彦
か
ら
三

十
年
」（『
文
学
』
第
16
巻
・
第
４
号　

二
〇
一
五
年
七-

八

月
）「
実
録
の
諸
本
調
査
は
き
り
が
な
い
。
諸
本
調
査
に
殊

更
に
長
い
時
間
は
か
け
ず
、
で
き
る
だ
け
楽
に
終
え
て
先
に

進
め
な
け
れ
ば
、
実
録
研
究
の
進
展
な
ど
望
む
べ
く
も
な

い
」
と
の
文
言
に
よ
り
、
翻
刻
紹
介
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）『
上
方
藝
文
叢
刊
』
８
所
収
本
文
は
、
朝
日
新
聞
社
旧
蔵
本

に
同
じ
で
あ
る
。

（
６
）「
本
間
孫
四
郎
弓
勢
末
世
に
明
白
之
事
」（
第
拾
壱
）
は
宝
暦

二
年
、「
摂
州
黒
川
村
乞
食
騒
動
之
事
」（
第
六
）
は
宝
暦
六

年
で
あ
る
。

（
７
）
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
刊
行
の
『
新
増
書
籍
目
録
』
に
初

め
て
登
場
す
る
分
類
項
目
で
あ
る
「
奇
談
」
か
ら
、
広
く
近

世
中
期
以
降
の
文
芸
を
覆
う
概
念
規
定
を
考
察
し
た
一
連
の

飯
倉
洋
一
氏
の
諸
論
考
（「
近
世
文
学
の
一
領
域
と
し
て
の

「
奇
談
」」（『
日
本
文
学
』
第
61
巻
第
10
号
、
二
〇
一
二
年

十
月
）
等
）
が
あ
る
。

（
８
）
和
歌
山
大
学
図
書
館
紀
州
藩
文
庫
所
蔵
本
の
書
名
は
、『
百



177　　《翻刻・紹介》『古新奇談』貮篇第六・第八・第拾壱

姓
一
揆
談
』
で
あ
る
。「
奇
談
」
で
は
な
く
「
一
揆
」
の
記
録
と
し

て
書
名
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　

翻
刻
底
本
と
し
た
中
京
大
学
図
書
館
蔵
本
（
請
求
番
号　

913.5

・

K
o86

・2-6,8,11
）
の
書
誌
事
項
を
以
下
に
掲
げ
る
。

所
蔵　
　

中
京
大
学
図
書
館

表
紙　
　

白
茶
地
朱
色
刷
毛
目
文
様
、
二
二
・
五
×
一
五
・
八
糎
。

書
型　
　

半
紙
本
三
巻
三
冊
（
零
本
）。

外
題　
　

左
肩
に
「
古
新
奇
談
二
編
六
」、
八
、
十
一
（
墨
書
）。

目
録
題　

「
古
新
奇
談
貮
篇
第
六
」、
第
八
、
第
拾
壱

内
題　
　

「
古
新
奇
談
第
六
」、
第
八
、
第
拾
壱

構
成　
　

�

貮
編
第
六
…
二
七
葉
、
貮
編
第
八
…
二
六
・
五
葉
（
遊
紙

一
葉
）、
二
編
第
十
一
…
二
七
葉
（
遊
紙
半
葉
）。

紙
数　
　

計
八
〇
・
五
葉
（
遊
紙
一
・
五
葉
）。

奥
付　
　

な
し
。

装
丁　
　

袋
綴
じ
。

字
高　
　

一
八
・
五
糎
。　
　

行
数　
　

毎
半
葉
八
行
。

編
著
者　

不
明
。

印　
　
　

�

「
江
州
／
多
喜
井
／
日
野
」（
墨
長
方
印
）
お
よ
び
中
京
大

学
図
書
館
蔵
書
印
（
朱
長
方
印
）。

【
翻
刻
本
文
】

《
凡
例
》

一
、
中
京
大
学
図
書
館
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、�

漢
字
の
旧
字
・
異
体
字
・
俗
字
は
、
原
則
と
し
て
、
通
行
の
字

体
に
改
め
た
。

一
、
合
字
は
開
い
た
。

一
、
清
濁
は
底
本
に
従
っ
た
。

一
、
振
仮
名
は
底
本
に
従
っ
た
。

一
、
適
宜
句
読
点
と
鍵
括
弧
を
補
っ
た
。

一
、
割
書
き
は
〈 

〉
に
表
記
し
た
。
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
底
本
の
丁
移
り
は
「 

』（
二
葉
オ
）」
の
よ
う
に
示
し
た
。

《
翻
刻
》

古
新
奇
談
貮
篇
第
六

　
　

目
録

一　

大
坂
兵へ
う
ご庫

町
九
兵
衛
後ご
さ
い妻

　
　

霜し
も
お
つ
と夫を

あ
や
め
る
事

一　

霜
御
追つ
い
ほ
う放
に
逢あ

ふ
事

一　

大
坂
所
々
刃
に
ん
じ
や
う傷
記き

し
集あ
つ
むる
事

一　

四
季き

の
手て

ま
り
う
た
の
事
』（
一
葉
オ
）

一　

大
坂
町
中
武ぶ
け
が
た

家
方
へ
無
礼
之
儀
御
触ふ
れ

之
事

一　

松
平
陸む
つ
の
か
み

奥
守
殿
御
払は
ら
い
ま
い米
之
事
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一　

京
都
諸し
よ
し
だ
い

司
代
堂た
う
せ
う
が
た

上
方
江

御
引
合
の
事

一　

泉い
づ
み町

紙
屋
嘉
助
礼ら
ん
し（
マ
マ
）

死
之
事

一　

摂せ
つ
し
う州

黒く
ろ
か
わ
む
ら

川
村
乞こ
つ
じ
き食

騒さ
う
ど
う動

之
事

一　

谷た
に

町
酒さ
か

屋
之
表お
も
て
江

女
の
首く
び
す
て
お
く

捨
置
事
』（
一
葉
ウ
）

古
新
奇
談
第
六

大
坂
兵へ
う
ご庫
町
九
兵
衛
後ご
さ
い妻
霜し
も

夫お
つ
とを
あ
や
め
る
事

　

大
坂
兵へ
う
ご庫
町
の
借し
や
く
た
く宅に
新し
ん
ぐ
う宮
屋
九
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
。
妻つ
ま

に
お

く
れ
て
一
子
平
四
郎
九
歳
な
り
。「
後ご
さ
い妻

な
く
て
は
平
四
郎
養よ
ふ
い
く育

出

来
が
た
し
。」
と
、
今
年
大
坂
佐
土
屋
町
借し
や
く

屋
何
某
が
妹
い
も
と

霜し
も

と
い
ふ

女
、
年
三
十
斗
な
る
者
を
後ご
さ
い妻

に
む
か
へ
た
り
。
然
る
に
此

後こ
さ
い
し
も

妻
霜
、』（
二
葉
オ
）
夫ふ
う
ふ婦

の
ま
じ
わ
り
は
む
つ
ま
じ
く
と
い
へ
共
、

継ま
ゝ
こ子

平
四
郎
を
い
と
し
む
心
曽か
つ

て
な
し
。
九
兵
衛
も
「
行ゆ
く
す
へ末

覚お
ぼ
つ
か束

な

し
。」
と
や
思
ひ
け
ん
。
媒
な
か
だ
ちを

よ
び
し
か
〳
〵
の
物も
の
か
た
り語し

て
、
後こ
さ
い妻

霜し
も

に
離り
ゑ
ん
じ
や
う

縁
状
一
通
を
あ
た
へ
て
永
の
い
と
ま
を
遣
は
し
た
り
。
其
後

霜し
も

が
着き

た
り
し
衣い
ふ
く服
諸し
よ
ど
う
く

道
具
を
も
残
ら
ず
渡
し
て
事
済
た
り
。
然
か

れ
共
、
此
後
妻
九
兵
衛
を
し
た
ふ
心
あ
た
る
に
や
。
度
〳
〵
九
兵
衛

か
た
へ
来
り
て
、
と
や
角か
く

い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
九
兵
衛
曽か
つ

て
と
り
あ

へ
ず
』（
二
葉
ウ
）
宝
暦
八
年
と
ら
の
十
一
月
十
三
日
の
夜よ
く
れ暮

六
ツ

過

に
、
九
兵
衛
は
主
人
ざ
こ
ば
町
新し
ん
ぐ
う宮

屋
九
兵
衛
方
よ
り
一
子
平
四
郎

を
つ
れ
、
風ふ

ろ呂
へ
入
に
行ゆ
き

て
帰か
へ

り
、
火
を
灯と
も

し
て
夜や
は
ん飯

を
た
べ
居い

た

る
処
に
、
彼
霜し
も

風ふ
ろ
し
き

呂
敷
つ
ゝ
み
壱
ツ

を
手
に
持
て
来
り
、
九
兵
衛
へ

申
け
る
は
、「
先
日
当
家
を
出
し
時
、
銀
子
少
々
其
元
の
た
ん
す
の

第
一
ば
ん
の
引
出
し
角す
み

の
方
に
あ
る
を
忘わ
す

れ
た
り
。
ゆ
へ
に
取
に
来

り
た
り
御
渡わ
た

し
下
さ
る
べ
き
。」
よ
し
』（
三
葉
オ
）
申
故
、
九
兵
衛

は
た
ん
す
の
引
出
し
に
も
さ
様
の
物
見み

あ
た
ら
ず
。「
大
方
覚お
ぼ

へ
わ

す
れ
な
ら
ん
。
何
ぶ
ん
離り
べ
つ別

し
た
る
女
房
の
我わ
が
や家

へ
来
る
事
世
上
の

聞き
こ

へ
も
あ
り
。
其
上
理り

に
お
ゐ
て
来
る
ま
じ
き
事
な
れ
ば
、
此
の
ち
、

ふ
つ
〳
〵
参
る
ま
じ
。」
と
念
入
申
聞
せ
け
る
に
、
女
房
霜し
も

「
其
返へ
ん

答と
う

は
な
く
て
、
と
か
く
は
銀
子
た
ん
す
に
あ
る
や
見
て
給
わ
れ
。」

と
申
故
、
九
兵
衛
立
あ
が
り
、
た
ん
す
を
こ
ゝ
か
し
こ
と
さ
が
し
居い

る
内
に
、
霜し
も

は
表お
も
ての

戸
口
を
』（
三
葉
ウ
）
し
め
、
か
け
が
ね
を
か

け
て
、
や
が
て
九
兵
衛
が
傍そ
ば

へ
よ
り
、
風ふ
ろ
し
き
つ
ゝ
み

呂
敷
包
の
内
よ
り
手
は
や

く
出で
ば
ほ
う
て
う

刃
庖
丁
取
出
し
、
九
兵
衛
か
耳み
ゝ

の
あ
た
り
よ
り
の
ん
ど
へ
か
け

て
一
ゑ
ぐ
り
と
つ
き
か
け
た
り
。
九
兵
衛
何
心
な
く
た
ん
す
を
さ
が

し
居い

た
り
し
ゆ
へ
、
耳み
ゝ

の
根ね

を
一
突つ
き

つ
か
れ
な
が
ら
霜し
も

が
た
ゝ
き
た

る
と
覚お
ぼ

へ
て
、「
何
と
し
を
る
女め
ろ
う
に
ん

浪
人
め
。」
と
の
ゝ
し
り
な
が
ら
、

頓や
が

て
霜し
も

が
右
の
手
を
ね
ぢ
上
ケ

み
れ
ば
、
庖ほ
う
て
う丁
を
持も
つ

た
る
故
、「
さ
て

は
つ
か
れ
た
る
。」
と
心こ
ゝ
ろ
へ得
す
。』（
四
葉
オ
）
す
ぐ
に
霜し
も

が
持
た
る

庖ほ
う
て
う丁

を
う
ば
ひ
と
り
、
庭に
は

へ
な
げ
の
け
、「
や
れ
平
四
郎
。
継ま
ゝ
は母ゝ

め

が
と
ゝ
に
疵き
ず

を
付
た
り
。
け
が
せ
ぬ
内
に
そ
と
へ
出
よ
。」
と
逃に
が

し

や
り
て
、
霜し
も

を
な
げ
、
上
へ
の
り
、
此
時
霜し
も

ま
た
ふ
と
こ
ろ
よ
り
庖ほ
う

丁て
う

を
出
し
て
九
兵
衛
に
め
く
ら
づ
き
に
突つ
き

か
ゝ
り
し
を
ば
ひ
取
捨す
て

た

り
。
元
来
此
女
は
紀き
し
う州
生む
ま

れ
に
て
大
力
あ
る
女
な
れ
ど
も
、
九
兵
衛
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に
無
二
無
三
に
つ
か
み
付
喰く
ひ
つ
か付

ん
と
す
る
を
、
九
兵
衛
は
近
所
に
知し

り
た
る
大
力
、
人
に
』（
四
葉
ウ
）
こ
へ
た
る
男
な
れ
ば
、
霜し
も

も
庭

へ
な
げ
付
る
を
お
き
直な
を

り
、
ま
た
剃か
み
そ
り刀
を
出
し
て
九
兵
衛
が
の
ん
ど

を
突つ
か

ん
と
す
。
是
を
も
う
ば
ひ
取
て
ね
ぢ
伏ふ
せ

し
が
、
度
〳
〵
に
少
シ

宛つ
ゝ

手て
き
づ疵
お
ひ
た
り
。
身
内
は
血ち

ま
ぶ
れ
殊こ
と

に
か
み
そ
り
を
取
し
な
に

ま
じ
り
へ
さ
わ
り
、
是
よ
り
血ち
ま
な
こ眼

へ
入
、
め
く
ら
の
様
に
成
、
せ
ん

方か
た

な
き
折
か
ら
平
四
郎
近
所
へ
知し

ら
せ
け
れ
ば
、
あ
た
り
の
若わ
か

き
者

共
二
三
人
立
合
て
霜し
も

を
だ
き
と
め
け
れ
共
、
力ち
か
らつ

よ
く
つ
き
』（
五

葉
オ
）
た
を
し
、
あ
た
り
の
者
を
な
げ
付
、
か
た
〳
〵
少
し
は
も
て

あ
ま
し
た
る
な
り
。
女
の
事
な
れ
ば
皆み
な

侮あ
な
どり

お
も
ひ
し
に
、
下
地

力ち
か
ら
つ
よ
強
く
、
殊
に
死し
に
み身
に
な
り
向む
か

ふ
見
ず
、
九
兵
衛
日
比
達た
つ
し
や者
を
知し

り

な
が
ら
、「
戸
を
し
め
庖ほ
う
て
う丁
に
て
突つ
き
こ
ろ殺
さ
ん
。」
と
思
ふ
程
の
女
な
れ

ば
、
手て

あ
ら
く
し
て
、
そ
ば
へ
寄よ
せ
つ
け付
ず
、
近
く
へ
よ
る
者
を
喰く
ひ

付
な

ど
し
け
れ
ば
、
や
ま
ひ
犬い
ぬ

に
さ
は
る
が
ご
と
く
手
に
あ
ま
れ
共
、
其

内
若わ
か

も
の
段
々
集あ
つ

ま
り
、
割わ
り
き木

等
に
て
大
勢
た
ゝ
き
』（
五
葉
ウ
）

立
、
や
ふ
〳
〵
引
ふ
せ
、
縄な
わ

に
て
く
る
〳
〵
巻ま
き

に
ぞ
仕
た
り
け
る
。

扨
九
兵
衛
に
人
々
血ち

な
ど
ぬ
ぐ
ひ
見
て
あ
れ
ば
、
数す
う

ヶ
所
の
疵き
づ

あ
り
、

外く
わ
い
り
や
う
科
医い

し師
を
よ
び
寄
、
焼し
や
う
ち
う酒に
て
疵き
づ

を
洗あ
ら

ひ
膏か
う
や
く薬
を
は
り
、
其
上

に
て
主
人
新し
ん
ぐ
う宮
や
治
郎
兵
衛
へ
も
知し

ら
せ
、
手
代
藤
兵
衛
・
左
兵
衛

と
い
ふ
者
来き

た
り
。
家い
へ
も
り守
町
人
年
寄
も
申
談だ
ん

じ
、
九
兵
衛
伯
父
を
呼よ
び

寄よ
せ

、
対た
い
だ
ん談
の
上
に
て　

御
公か
う
ぎ儀
江

訴う
つ
たへ
け
り
。』（
六
葉
オ
）

九
兵
衛
女
房
霜し
も

御
追つ
い
ほ
う放

に
逢あ

ふ
事

　

早
速
御
検け
ん
し使

と
し
て
、
同
心
衆
弐
人
御
出
あ
り
。
疵き
つ
ぐ
ち口

を
改
ら
れ

け
れ
ば
、
左
り
の
耳み
ゝ

の
あ
た
り
手て
き
ず疵
長
サ
壱
寸
八
歩
深
サ
五
六
分
な

る
が
、
深ふ
か
き
づ疵
に
て
残
る
疵
は
み
な
浅あ
さ
き
づ疵
な
り
。
九
兵
衛
元
来
元げ
ん
き
よ
く

気
能

候
得
は
、
養よ
う
じ
や
う生い
た
し
、
九
兵
衛
自
身
に
口
上
書
を
以
て
さ
ら
り
と

訳わ
け

き
こ
へ
、
其
上
に
て
兵へ
う
ご庫

町
会く
わ
い
し
よ

所
へ
御
検け
ん
し使

』（
六
葉
ウ
）
入
ら

せ
ら
れ
、
さ
い
ぜ
ん
か
ら
め
置
た
る
後こ
さ
い
し
も

妻
霜
を
呼よ
び

出
し
、「
い
か
成

わ
け
に
て
離り
ゑ
ん縁

の
夫
九
兵
衛
を
殺せ
つ
が
い害

し
か
け
ぬ
る
や
。」
と
御
尋
、

霜し
も

が
申
候
に
は
、「
も
は
や
何
も
申
訳わ
け

は
御
座
な
く
、
と
か
く
九
兵

衛
首し
ゆ
ひ
よ
く

尾
能
殺こ
ろ

し
、
我
か
身み

も
す
ぐ
に
自じ
が
い害

い
た
し
相
果は
て

べ
き
と
存
そ
ん
し
つ
め詰

候
処
、
か
ゝ
る
仕
合
に
て
口
お
し
く
存
奉
り
候
。」
と
申
け
り
。
御

検け
ん
し使
御
尋
に
て
、「
庖ほ
う
て
う丁
は
何
方
よ
り
取
来
候
や
。」
と
御
尋
、「
庖

丁
は
今
日
暮く
れ
か
た方
宍し
ゝ
く
ひ喰
や
橋は
し

す
じ
堺さ
か
い』（
七
葉
オ
）
屋
宗
兵
衛
方
に
て

弐
挺て
う
か
う買
て
参
り
、
剃か
み
そ
り刀
は
私
所
持
致
居
候
を
砥と
ぎ

て
か
ゞ
み
の
家い
へ

を
わ

り
、
そ
れ
に
は
さ
み
、
風ふ
ろ
し
き

呂
鋪
に
包
つ
ゝ
み

持
参
、
か
ゝ
る
仕
合
。」
と
い

ふ
。
夫
よ
り
霜
が
兄
佐さ
ど
し
ま

渡
嶋
町
借か

り
宅た
く

せ
る
何
某
を
召
れ
、
庖ほ
う
て
う
う
り

丁
売

候
さ
か
い
や
宗
兵
衛
も
召
れ
、
何
れ
も
口
上
書
御
取
候
検け
ん
し使

は
御
帰か
へ
り、

霜し
も

は
手
が
ね
お
ろ
さ
れ
、
兄
へ
御
預あ
づ

け
に
な
り
、
九
兵
衛
手て
き
づ疵
程
な

く
全せ
ん
く
は
い快。
す
べ
て
此
一
件け
ん

は
、
さ
の
み
人
命め
い

を
捨す
つ

る
程
の
事
も
な
か

り
け
れ
共
、
今こ
と
し年
は
』（
七
葉
ウ
）
い
か
成
天
地
の
気き

う
ん
に
や
、

大
坂
の
地ち

は
人に
ん
き気
あ
り
し
。
扨
宝
暦
九
年
卯
四
月
廾
七
日
九
兵
衛
一

件
み
な
〳
〵
御
公
儀
江

召
出
さ
れ
、
委い
さ
い細
御
吟き
ん
み味
之
上
、
霜し
も

は
入に
う
ろ
う牢
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仰
付
ら
れ
、
九
兵
衛
義
は
、
家
主
町
人
江

御
預あ
づ
けな

り
。
同
七
月
十
一

日
双
方
召
出
さ
れ
、
女
房
霜
は
大
坂
三
郷が
う

追つ
い
ほ
う放

に
仰
付
ら
れ
、
九
兵

衛
は
無
お
ん
か
ま
い
な
く

御
構
相
済
け
り
。

大
坂
所
々
刃に

ん
ぜ
う傷

記し
る

し
集あ
つ
むる

事
』（
八
葉
オ
）

　

同
年
春
の
末す
へ

、
御
城
同
心
何
某
が
女
座ざ
と
う頭
を
切
り
殺こ
ろ

し
、
其
身
も

自じ
が
い害
せ
し
に
よ
り
已
来
、
立
た
ち
う
り
ぼ
り
あ
ぶ
ら

賣
堀
油
屋
阿
波
屋
宗
兵
衛
と
い
ふ
者
、

木
屋
市
郎
兵
衛
と
い
ふ
茶ち
や

屋
に
遊
び
、
帰
り
が
け
に
四
つ
橋ば
し

の
南
に

て
き
り
殺こ
ろ

さ
れ
、
ま
た
、
薩さ
つ
ま
ぼ
り

摩
掘
の
西
本
願
寺
の
下
寺
願ぐ
は
んき

や
う
寺じ

に
は
召
仕
ひ
の
若わ
か
と
う党

喜
平
次
と
い
ふ
四
十
二
歳
に
な
る
者
、
腰こ
し
も
と元

に

心
を
か
け
、
く
ど
け
共
、
聞き
ゝ

入
ぬ
を
い
き
ど
ふ
り
、
主
人
上
京
の

留る

す主
に
彼
こ
し
も
と
が
』（
八
葉
ウ
）
寝ね

ま間
へ
忍
び
く
ど
き
け
る
に
、

得
心
せ
ざ
る
を
む
り
に
く
ど
く
を
こ
ま
り
て
、「
ち
と
待
た
ま
へ
。

ま
づ
ゆ
る
め
給
は
れ
。」
と
だ
ま
し
す
か
し
、
ゆ
る
め
し
時
、
す
ぐ

に
奥お
く
が
た方
の
寝ね

ま間
へ
逃に
げ
こ
み込
し
を
喜
平
次
少
し
酒
機き
げ
ん嫌
も
有
し
や
。
跡あ
と

よ

り
追お
つ

か
け
行
、
奥お
く
が
た方
驚お
ど
ろき
様や
う
す子
尋た
づ

ね
給
ふ
に
、
右
の
よ
し
あ
ら
ま
し

腰こ
し
も
と元
申
ゆ
へ
、
喜
平
治（
マ
マ
）を
し
か
り
給
へ
ば
、
常つ
ね

に
は
中
〳
〵
奥
方
の

言こ
と
ば葉

を
背そ
む

き
申
様
な
る
者
な
ら
ぬ
に
此
時
は
少
し
も
聞き
ゝ

入
ず
。
か
の

奥お
く
が
た方

の
う
』（
九
葉
オ
）
し
路ろ

へ
か
ゝ
み
し
を
引
立
ん
と
す
。
厳き
び

し

く
制せ
い

し
給
ふ
と
き
脇わ
き
ざ
し差

を
ぬ
く
。
是
に
驚お
ど
ろひ

て
と
り
さ
へ
給
ふ
と
て
、

手
の
ゆ
び
怪け

が我
有
し
よ
り
、
詮せ
ん
か
た方

な
く
の
き
給
ふ
。
其
内
に
彼
腰こ
し
も
と元

逃に
げ

出
し
を
一
打
に
切き
り
こ
ろ殺
し
か
ゝ
る
内
、
寺じ
な
い内
大
勢
集あ
つ
まり
、
喜
平
次
を

捕と
ら

へ
、
そ
れ
よ
り
御
公か
う
ぎ儀

御
吟き
ん
み味

の
上
、
獄ご
く
も
ん門

に
か
ゝ
る
。
尤
三
郷

引
渡
す
。
ま
た
、
福
し
ま
村
離り
ゑ
ん縁

せ
し
女
房
ゑ
嫁よ
め

入
せ
し
を
い
き
ど

ふ
り
、
よ
め
入
せ
し
家
へ
行
、
そ
の
女
に
や
う
ぼ
う房
并

』（
九
葉
ウ
）
後
の
夫
と

も
殺こ
ろ

し
て
、
自じ
ぶ
ん分

も
自じ
が
い害

し
た
り
。
無む
ふ
ん
べ
つ

分
別
の
天
上
な
り
。
其
頃
心

中
所
々
に
数か
ず
お
ふ多

く
、
つ
と
〳
〵
に
は
書
尽つ
く

し
が
た
く
、
又
、
二
つ

井い

ど戸
に
て
闇や
み

の
夜よ
す
み
さ
い
く

墨
細
工
す
る
者
を
切
こ
ろ
し
た
る
者
も
不し
ら
ず知
、
上

町
に
て
夜や
ば
ん
ま
は

番
廻
り
し
に
、
酒さ
け
お
け桶
を
こ
か
す
者
あ
り
。
と
が
め
し
が
（
マ
マ
）ば

則
切き
り
こ
ろ殺
し
、
逃に
げ

し
を
乞こ
つ
じ
き食
軒の
き
し
た下
に
て
能よ
く

見
届と
ゞ

け
候
得
は
、
侍
さ
む
ら
いと
見
へ

て
弐
本
指ざ
し

な
り
。
切
こ
ろ
し
、
上
塩し
ほ

町
の
方
へ
逃に
げ

た
り
。
此
夜や
ば
ん番

永
々
相
煩わ
づ

ら
ひ
、
や
ふ
』（
十
葉
オ
）
〳
〵
快こ
ゝ
ろ
よく

其
夜よ

久
し
ぶ
り
に

て
出
候
。
夜
に
て
か
く
の
こ（
マ
マ
）

ど
し
。
約や
く
そ
く束

事
か
一
日
の
違ち
が

ひ
に
て
、

翌よ
く

日
よ
り
出
た
ら
ば
抔な
ぞ

と
噂う
わ
さあ

り
。
大
坂
惣
人に
ん
ず数

五
十
余
万
人
の
地ち

な
れ
ば
、
毎
日
〳
〵
少
し
宛つ
ゝ

の
事
は
こ
れ
有
べ
し
。
世せ
け
ん
ふ
う
ぶ
ん

間
風
聞
有
ほ

ど
の
事
も
数あ
ま
た多

あ
れ
ど
も
、
つ
と
〴
〵
に
は
聞き
く

に
不
及
。
今
年
宝
暦

八
の
と
し
の
如
き
不ふ
り
よ慮
の
死し
ぜ
う傷
多お
ゝ

き
も
天て
ん
ち地
の
気き
う
ん運
に
て
、
の
か
れ

て
も
逃の
が

る
べ
き
に
あ
ら
ね
ど
も
、
人
の
自み
づ
から
ま
ね
け
る
不ふ
と
く徳
が
す
る

事
』（
十
葉
ウ
）
な
れ
ば
、
人
々
徳と
く

を
お
さ
め
て
天て
ん
め
い命
に
ゆ
た
ね
ば
、

何
の
恐
る
ゝ
事
あ
ら
ん
や
。
江
戸
に
名な
た
か高

き
歌か
ぶ
き
た
ち
や
く
し
や

舞
伎
立
役
者
市
川

海ゑ
び
ぞ
う

老
蔵
、
老ろ
う
べ
う病

に
て
身み

ま
か
り
ぬ
。
辞じ
せ
い
の

世
農
う
た
に

兼
て
か
く
有
べ
き
身
と
は
し
ば
ゑ
び
を
は
か
ら
せ
た
ま
へ
極ご
く
ら
く楽

の
升ま
す

と
な
ん
案あ
ん

ず
る
に
、
し
ば
と
は
し
ば
ゐ
な
り
。
ゑ
び
と
は
ゑ
び
蔵
な
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り
。
舛
と
は
海
老
蔵
が
紋も
ん

三
舛
な
れ
ば
、』（
十
一
葉
オ
）
口
あ
ひ
成

べ
し
。但

し
し
ば
ゑ
び
と
は
、
江
戸
に
芝し
ば
ゑ
び

海
老
と
い
ふ
て
、
こ
ま
か
き

ゑ
び
多
く
う
り
に
出
る
舛
に
て
、
斗は
か

り
う
る
也
。
し
ば
海
老
舛

で
は
か
り
、
何
か
の
ゑ
ん
を
と
り
て
よ
め
る
な
ら
ん
。

四
季き

の
手
ま
り
歌う
た

の
事

　

宝ほ
う
れ
き暦

九
年
巳
卯
春は
る

い
と
ま
あ
り
て
、
大
坂
嶋
の
内
道ど
う
と
ん頓

』（
十
一

葉
ウ
）
堀
な
る
茶ち
や

や
に
遊あ
そ

ん
で
色い
ろ

遊
び
を
専も
つ
ぱら

に
し
、
興ぎ
や
うた

け
な
は

に
盃
さ
か
づ
きも

た
び
〳
〵
め
ぐ
り
て
、
夜よ

も
既す
で

に
更ふ
け

な
ん
こ
ろ
、
瞽ご

ぜ姉
の
何

某
成
も
の
三
弦げ
ん

を
携た
づ
さへ
て
一
曲き
よ
くを
か
な
で
た
り
。
そ
の
う
た
、
世よ

に

い
ふ
手て

ま
り
歌う
た

な
り
。
大
坂
に
て
の
一
年ね
ん
ぢ
う
ぎ
や
う
じ

中
行
事
を
の
べ
て
、
し
か

も
閨け
い
り裏
の
根こ
ん
げ
い芸
の
言
葉
を
ま
せ
て
面お
も
し
ろ白
し
。
耳み
ゝ

に
聞き
い

た
る
を
筆ふ
で

に
記し
る

し
て
世よ

に
伝つ
た

へ
ん
と
い
ふ
。

　

初は
つ
は
る春

の
こ
よ
み
ひ
ら
け
ば
心こ
ゝ
ち地

よ
い
ぞ
や　

ま
づ
姫ひ
め
は
じ
め初』（

十
二

葉
オ
）
ひ
と
つ
正
月
お
年と
し
か
さ重

ね
て
よ
わ
い
お
き
や
く
は
つ
ひ
門
口
で

お
礼
申
や　

新し
ん
ぞ造

か
ふ
ろ
は
例れ
い

の
か
わ
ら
け
と
り
〴
〵
な
づ
な
七な
ゝ

ぐ

さ
は
や
し
た
つ
れ
ば
心
い
き
〳
〵
つ
い
お
ゑ
び
す
に
じ
つ
と
手て

に
手

を
し
め
の
内
と
て
奥お
く

も
二
階か
い

も
は
ね
や
手
ま
り
の
ひ
や
う
し
合
せ
て

音お
と

も
と
ん
ど
ゝ
つ
ひ
て
も
ら
へ
ば
ほ
ね
正
月
に
こ
た
へ
か
ね
つ
ゝ
ゆ

く
き
さ
ら
ぎ
や
も
れ
て
流な
が

る
ゝ
水み
づ

は
薪た
き
ゞの
の
ふ
は
は
づ
か
し
や　

ま

や
も
ま
つ
り
か
は
つ
午む
ま

そ
ふ
に
』（
十
二
葉
ウ
）
て
ん
と
ね
は
ん
の

雲く
も

に
か
く
る
ゝ
屏へ
う
ぶ風

の
内
で
床と
こ

の
ひ
が
ん
を
ま
け
は
し
や
う
ら
い

あ
ゝ
よ
い
や
よ
ひ
と
ゆ
び
で
わ
る
じ
や
れ
に
く
み
ふ
つ
つ
り
桃も
ゝ

の

節せ
つ
く句
や
汐し
ほ
ひ干
と
い
ふ
て
千ち

わ話
の
火こ
た
つ燵
で
あ
し
て
貝か
い

ふ
み
や
し
ゆ
だ
う

ず
き
と
て
高か
う
や
み
ゑ
く

野
御
影
供
や
さ
て
水
上
は
卯
月
〳
〵
も
の
ち
に
や
ひ
ろ

〳
〵
し
や
か
も
御ご

誕た
ん
ぜ
う生
い
き
も
た
へ
ま
の
床と
こ

の
ね
り
く
や
う
つ
く
や

夜よ

あ
け
の
鐘か
ね

の
ひ
ゞ
き
の
権ご
ん

け
ん
祭ま
つ

り
ぬ
れ
て
し
つ
』（
十
三
葉
オ
）

ほ
り
五さ
み
た
れ
づ
き

月
雨
月
に
は
道だ
う
き
や
う鏡ま

さ
り
の
の
ぼ
り
ざ
ほ
か
や　

か
ぶ
と
ず

い
き
を
ま
く
や
ち
ま
き
の
節せ
つ
く句

御お
ん
だ田

の
も
ん
日
き
け
い
し
長
ち
や
う
め
い
く
す
り

命
薬
ゆ

く
を
や
ら
じ
と
留と
め

て
こ
た
へ
り
や
つ
い
り
ん
し
や
う
に
あ
い
ぜ
ん

ず
ゝ
み
祇き
お
ん園

の
ほ
こ
〳
〵
ま
ん
中
も
子こ
ど
も供

じ
ぶ
ん
は
よ
い　

夏な
つ

か
ぐ

ら
過す
ぎ

た
し
る
し
か
い
か
ひ
ち
や
う
ち
ん
地じ
わ
う
た
ま
ご

黄
玉
子
で
せ
い
を
付
て
は

み
な
お
は
ら
い
や
う
わ
気き
な
か
ま

仲
間
に
付
る
文ふ
み
づ
き月
折
に
ふ
れ
て
の
七
た
な
ば
た
き
や
く

夕
客

に
盆ぼ
ん

の
時じ
ぶ
ん分
は
お
と
り
』（
十
三
葉
ウ
）
か
こ
つ
け
ふ
ね
や
中な
か
い居
を

く
ど
き
と
る
の
が
お
ん
と
ゝ
み
や
こ
へ
て
む
つ
ち
り
白
き
ふ
と
も
ゝ

通つ
う

を
う
し
な
ふ
萩は
ぎ
づ
き月

さ
て
も
た
の
も
し
け
つ
き
さ
か
り
の
き
お
ひ
口

に
は
お
ば
め
い
月
を
ぐ
つ
と
月
見
て
い
ざ
よ
ひ
き
み
と
ま
た
と
り

か
ゝ
る
二
度
め
の
ひ
が
ん
こ
れ
ぞ
成ぜ
う
ぶ
つ仏

と
つ
こ
さ
ん
こ
の
音を
と

を
菊き
く

月

心こ
ゝ
ろ
せ
つ
く

節
句
や
ち
や
う
で
す
る
の
が
ま
め
の
月
と
や
み
な
か
た
は
し
に
ま

つ
り
し
ま
へ
ば
二
折
三
折
の
の
べ
を
き
ら
し
て
神
な
し
月
や
い
の
こ

も
ち
』（
十
四
葉
オ
）
と
て
お
と
な
も
子こ
ど
も供
も
お
め
こ
の
あ
た
り
を

五
夜や

も
十
夜
も
つ
い
て
も
ら
へ
ば
ほ
ん
に
さ
り
と
は
せ
ひ
も
ん
は
ら

ひ
つ
よ
ひ
お
か
た
や
も
つ
と
霜し
も
つ
き月
あ
わ
を
ふ
き
屋
の
ふ
い
ご
祭ま
つ
りり
か
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顔か
ほ

は
上ぜ
う
き気

で
ほ
ん
の
お
火
た
き
大た
い
し師

か
ら
し
て
す
ゝ
め
ら
れ
て
は
ま

た
し
は
す
れ
ど
音お
と

も
お
ろ
か
や
よ
い
こ
と
は
じ
め
よ
ふ
き
う
つ
け
の

ほ
う
き
客き
や
くこ

そ
西に
し

も
南み
な
みも

は
い
て
ま
は
る
が
す
ゝ
は
き
の
ち
に
や
く

た
び
れ
ほ
ん
の
餅も
ち

つ
き
は
や
せ
つ
ぶ
ん
と
け
が
れ
ふ
ぜ
う
の
』（
十

四
葉
ウ
）
の
や
く
を
は
ら
ふ
て
ま
め
で
数
と
り
や
て
う
ど
三
百
六
十

つ
ひ
た
一
イ
二
ウ
三

大
坂
町
中
武ふ

け家
方
無
礼
の
義
御
触
之
事

　

宝
暦
九
年
巳
卯
年
正
月
下
旬
、
新
諸し
よ
し
だ
い

司
代
井
上
河か
わ
ち
の
か
み

内
守
殿
京
都
江

御
着ち
や
く

　

堂と
う
せ
う
が
た

上
方
へ
御
引
合
之
古こ
れ
い例

と
し
て
、
御
老ろ
う
ぢ
う中

松
平
右
京
太
夫

殿
御
登の
ぼ

り
、
正
月
下
旬
両
人　

禁き
ん
り裏

江

参
内
首し
ゆ
び
よ
く
き
し
き

尾
能
規
式
相
済
候
よ

し
、』（
十
五
葉
オ
）
同
年
正
月
月
番ば
ん

町
奉
行
所
奥お
き
つ
の
と
の
か
み
と
の

津
能
登
守
殿
御
口

上
に
て
、
大
坂
三
郷
惣
年
寄
共
へ
仰
渡
さ
れ
候
は
、「
近
年
は
大
坂

町
中
之
者
共
不ふ
こ
ゝ
ろ
へ

心
得
之
者
有
之
、
御
城し
や
う
な
い内

御
役
人
衆
は
不
及
申
そ

の
外　

公
儀
役
人
方
通つ
う
か
う行
之
節
、
店み
せ
さ
き先
に
立
は
た
か
り
、
或
は
大

道た
う
す
じ筋
に
て
も
片か
た
わ
き脇
へ
よ
け
ず
、
無ふ
れ
い礼
の
事
有
之
様
相
聞き
こ

へ
不ふ
と
ゞ
き届
之

至
ニ

候
。
向き
や
う
か
う後さ
や
う
の
族や
か
ら無
之
様
急
度
相
心
得
候
へ
。
万
一
不ふ
つ
ゝ
し
み慎

之
者
有
之
に
お
ひ
て
は
、
御
咎と
が
め』（

十
五
葉
ウ
）
可
被
仰
付
候
。
別

而
町
之
医い
し
ろ
く
し
や
く

師
陸
尺
共
不ふ
ら
ち埒

に
て
、
公
儀
御
役
人
衆
通つ
う
か
う行

之
砌
も
無
礼

等
有
之
届
ニ

候
間
、
急き
つ
と度

相
改
候
様
左
様
之
義
無
之
様
相
心こ
ゝ
ろ
へ得

べ
く

候
旨
、
大
坂
三
郷
町
中
不も
れ
ざ
る
や
う

洩
様
可
申
渡
旨
也
。
近
年
此
通
の
触ふ
れ

は
、

度
々
有
之
候
得
共
、
町
医い
し
ろ
く
し
や
く

師
陸
尺
其
儀
格か
く
べ
つ別
ニ

て
被
仰
出
候
訳わ
け

は
、

無
之
候
ニ

此
度
は
い
か
成
事
に
や
。」
と
大
坂
町
中
不ふ
し
ん審

に
存
た
る
ゆ

へ
を
尋
る
に
、
卯
正
月
三
日
、
大
坂
御
代た
い
く
わ
ん官

萩は
き
わ
ら原

藤
七
殿
年ね
ん

』（
十

六
葉
オ
）
始し

御
礼
と
見
へ
て
、
中
の
嶋し
ま
へ
ん辺

へ
御
出
之
節
、
千ち
は
ら
ぼ
く
あ
ん

原
卜
庵

と
い
ふ
町
医い

し師
こ
れ
も
年
礼
に
廻ま
わ

る
と
見
へ
て
、
乗の
り
も
の物

に
て
通
り
出

る
に
藤
七
殿
乗
物
と
卜
庵
乗
物
と
橋は
し

の
上
に
て
す
れ
合
、
藤
七
郎
殿

陸ろ
く
し
や
く
尺
を
卜
庵
陸
尺
共
つ
き
と
ば
し
候
故
、
藤
七
郎
殿
乗
物
脇わ
き

に
被
召

連つ
れ

た
る
家
来
原
田
金
治
、
大
西
三
治
と
い
ふ
若わ
か
と
う党
、
卜
庵
乗
物
を
引

留
、
無
礼
を
咎
と
が
め

候
ニ

付
、
卜
庵
乗
物
よ
り
お
り
て
陸
尺
共
無
礼
之
段

御
用よ
ふ
し
や捨

』（
十
六
葉
ウ
）
に
預
り
度
段
相
詫わ
び

被
申
候
故
、
両
人
も

聞き
ゝ
と
ゝ
け届

罷
帰
無
事
に
相
済
候
得
者
、
此
事
世
上
に
隠か
く

れ
な
く
人
口
に

懸か
ゝ

り
け
る
と
也
。
又
、
正
月
三
日
ニ

大
坂
谷
町
筋す
じ

寺
町
に
お
ゐ
て
御

城
之
与
力
衆
と
見
へ
て
、
若わ
か
と
う党

一
人
草ざ
う
り履

取
一
人
召
連つ
れ

ら
れ
、
よ
ほ

ど
御
酒
を
聞き
こ

し
召
た
る
躰て
い

に
て
、
大
道
の
ま
ん
中
に
立
て
居い

ら
れ
し

時
、
渋し
ぶ
か
は川

周し
う

斎さ
い

と
い
ふ
乗
物
医い

し師
若
党
を
召
連
、
供
廻
り
大
勢
き
ほ

ひ
立
通
り
け
る
に
、
右
の
与
力
衆
前
を
乗の
り
う
ち打
に
仕
た
る
と
て
、』（
十

七
葉
オ
）
此
与
力
衆
以
の
外
腹は
ら

を
立
、
周し
う
さ
い斎
が
乗
物
を
お
ひ
か
け
参

ら
れ
し
に
、
周
斎
は
浄ぜ
う
せ
ん
じ

泉
寺
と
い
ふ
寺
へ
乗
物
を
立
て
居い

ら
れ
た
り
。

頓や
が

て
与
力
衆
家け
ら
い来

を
と
ら
へ
、「
渋し
ぶ
か
は川

周
斎
は
此
方
も
見
知
り
た
る

名な
だ
か高

き
医い

し師
な
り
。
い
か
に
当
時
は
つ
か
う
の
い
し
や
成
と
て
、
大

勢
の
供
を
つ
れ
、
若
党
を
つ
れ
、
そ
の
上
、
拙せ
つ
し
や者

が
前
を
遠ゑ
ん
り
よ慮

も
な

く
乗
打
す
る
事
心
外
之
至
不ふ
と
ゞ
け届

千
万
也
。
周
斎
公く

げ

ぶ

け

家
武
家
か
の
家
来

分
に
て　

公
儀
』（
十
七
葉
ウ
）
を
も
不
は
ゝ
か
ら
ず憚
若わ
か
と
う党
を
召
連
候
而
不
苦
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候
哉
。
若も
し

左
様
ニ

も
無
之
に
若
党
を
召
連
候
事
は　

公
儀
の
御
法は
つ
と度

也
。
か
様
に
尋
候
事
、
畢
ひ
つ
き
や
う竟

此
方
共
役や
く
す
じ筋

に
懸か
ゝ

り
候
事
。」
と
殊
之

外
六
ケ
敷
被
申
候
ゆ
へ
、
周し
う
さ
い
け
ら
い

斎
家
来
共
返
答
申
候
は
、「
私
共
主
人

の
乗
物
を
か
き
出
し
、
通
行
に
候
得
共
、
御
手
前
様
方
に
対た
い

し
、
無

礼
は
決け
つ
し而
無
御
座
候
。
勿も
ち
ろ
ん論
周
斎
義
乗の
り
う
ち打
仕
若わ
か
と
う党
召
連
候
義
は
、
近

年
法ほ
う
げ
ん
く
わ
ん
い

眼
官
位　

勅ち
よ
く
き
よ許を

蒙か
ふ
むり

、』（
十
八
葉
オ
）
罷
在
候
ニ

付
其
段
町

　

御
奉
行
所
へ
も
先
年
御
断
申
上
候
故
、
遠ゑ
ん
り
よ慮

な
く
若わ
か
と
う党

を
召
連
、

長
刀
を
も
持
せ
候
訳わ
け
て
い
ね
ひ

丁
寧
に
断
申
候
ニ

付
、
与
力
衆
茂
尤
之
事
に
被

存
候
ニ

付
、
一
言
も
申
分
無
之
段
御
申
に
て
相
済
候
て
、
是
等
之
事

な
れ
ば
、
此
応お
ふ
だ
い対

を
見
物
せ
し
人
山
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
つ
ひ
に
町

御
奉
行
所
へ
も
聞き
こ

へ
て
町
中
へ
御
触ふ
れ
な
が流
し
あ
り
け
る
に
や
。」
と
世

上
の
人
〳
〵
と
り
〳
〵
噂う
は
さな
り
け
り
。』（
十
八
葉
ウ
）

松
平
陸
奥
守
殿
御
払
米
之
事

　

同
年
御
公
儀
よ
り
大
坂
町
中
江

御
尋
有
け
る
は
、「
奥お
う
し
う州

松
平

陸む
つ
の
か
み
と
の

奥
守
殿
御
米
壱
万
石
此
度
新し
ん
き規

に
大
坂
表
江

為つ
み
の
ぼ
せ

積
上
売う
り
は
ら払

ひ
被
申

度
旨
に
候
。
此
米
一
万
石
当
地
へ
積つ
み
ま
は廻

り
う
り
払
ひ
被
申
共
、
大
坂

町
中
之
者
ど
も
差
さ
し
つ
か
へ支
候
義
は
無
之
候
哉
。」
と
也
。
町
々
よ
り
少
し

も
構
か
ま
ひ

無
御
座
候
段
書
附
を
申
上
旨
、「
昔む
か
しよ
り
陸む
つ
の奥
』（
十
九
葉
オ
）

守か
み
と
の殿
余
分
の
米
は
、
江
戸
表
に
て
御
売う
り
は
ら払
ひ
に
て
大
坂
へ
は
一
粒り
う

も

廻
ら
ざ
り
し
に
、
今
年
よ
り
此
米
大
坂
へ
積つ
み
の
ぼ登
せ
に
成
候
て
行ゆ
く
す
へ末
な

が
く
米
高
段
々
に
登
り
候
は
ゝ
、
大
坂
繁は
ん
じ
や
う
昌
の
基も
と
ひひ
成
。」
と
悦
あ

へ
る
者
多お

ゝ

か
り
け
り
。「
誠
陸
奥
守
殿
の
御
知
行
六
拾
貮
万
石
余
と

は
申
せ
ど
も
、
縄な
は

ば
り
ゆ
る
く
し
て
、
四
百
万
石
斗
も
有
。」
よ
し

世
に
申
伝
へ
侍
れ
ば
、「
壱
万
石
大
坂
へ
廻ま
は

さ
る
ゝ
は
、
九き
う
〴牛〵
が
一

毛も
う

な
り
。」
と
皆
人
申
あ
へ
り
。

　

宝
暦
の
は
じ
め
、』（
十
九
葉
ウ
）
摂せ
つ
し
う州
今い
ま

宮み
や
む
ら村
庄
屋
村む
ら
を生
利
兵
衛

と
い
ふ
人
に
心
安
く
ま
み
へ
て
承
り
ぬ
る
に
、
む
か
し
元
和
年
中
大

坂
合
戦
の
時
、
陸む
つ
の
た
い
し
ゆ

奥
大
守
伊だ
て
ま
さ
む
ね

達
政
宗
卿
〈
今
の
松
平
陸
奥
守
／
と
の

先
祖
な
り
〉
此
利
兵
衛
宅
御
本
陣
な
り
し
故
、「
後
の
世よ
が
た語

り
に
せ

よ
。」
と
て
、
屏べ
う
ぶ風

一
双さ
う

甲か
つ
ち
う冑

そ
の
外
鑓や
り

長
刀
の
類る
い

、
兵へ
う
ぐ具

を
残の
こ

し

置
れ
て
、
今
に
持も
ち
つ
た伝

へ
て
御
代
官
交か
う
た
い代

あ
つ
て
新
代
官
検け
ん
み見

之
節
は
、

必
ず
取
出
し
て
見
せ
参
ら
す
よ
し
な
り
。』（
二
十
葉
オ
）

　

宝
暦
九
年
巳
卯
正
月
、
石せ
き
し
う
は
ま
だ

州
濵
田
の
城
主
松
平
周す
は
ふ
の
か
み

防
守
殿
寺
社
奉

行
仰
付
さ
せ
ら
れ
、
下し
も
ふ
さ総
国
古ふ
る
か
は川
の
城せ
う

へ
所
替が
へ

仰
付
さ
せ
ら
れ
、
濵

田
御
番
所
御
役や
く
ぎ義
を
被
勅
候
由
。
同
年
十
二
月
の
初
春
頃
、
大
坂

釣つ
り
が
ね鐘

町
火
之
見
普ふ
し
ん請

始
、
ふ
し
ん
材ざ
い
も
く木

こ
し
ら
へ
は
、
石
町
座ざ

ま摩
の

宮み
や

の
御
旅た
び
し
よ所

也
。
火
之
見
櫓や
ぐ
ら

高
サ
七
間
余
上
に
て
畳
た
ゝ
み

一
帖で
う

を
敷し
き

つ

べ
し
。
下
の
土ど
た
い台

に
て
は
四
間
に
三
間
余よ

な
り
。
其
外
、
大
坂
町
中

橋は
し
す
じ
こ
と

筋
毎
に
長な
か
は
し
ご

梯
子
壱
挺て
う

つ
ゝ
建た
て

』（
二
十
葉
ウ
）
置お
く

と
な
ん
。
長
は

し
ご
の
数か
ず

凡
七
拾
挺て
う
よ余
と
い
へ
り
。
高
サ
四
間
宛つ
ゝ

と
い
ふ
。

京
都
諸し

よ
し
だ
い

司
代
堂た
う
せ
う
が
た

上
方
江

御
引ひ
き
あ
い合
の
事

　

宝
暦
九
年
巳
卯
正
月
、
新
諸
司
代
井
上
河か
わ
ち
の
か
み

内
守
殿
を
党
と
う（
マ
マ
）上
方
江
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御
引
合
披ひ
ろ
う露

の
為
、　

御
上
使
は
大
年
寄
松
平
右う
き
や
う
だ
い
ぶ

京
太
夫
殿
也
。
右

京
太
夫
殿
京
都
江

発ほ
つ
そ
く足

之
以
前
に
江
戸
道
中
筋
并

五こ

き幾
』（
二
十
一
葉

オ
）
内
の
大
名
小
名
其
外
諸
役
人
中
江

触ふ
れ
な
が流

し
あ
り
。「
今
度
御
上じ
や
う
し使

と
し
て
致
上
京
候
ニ

付
、
道
中
筋
并
に
五
幾き

内
大
小
名
諸
役
人
衆
中

よ
り
音い
ん
も
つ物

之
使し

者し
ゃ

等
堅か
く（
マ
マ
）

無
用
ニ

候
。
若も
し

音
物
等
図
お
く（
マ
マ
）ら

れ
候
族や
か
ら

有

之
候
共
、
返へ
ん
し
ん進
申
一
向か
う

請
不
申
候
条
、
其
心こ
ゝ
ろ
へ得
有
之
候
や
う
に
。」

と
御
改
有
之
候
也
。
是
は
近
年
ま
い
な
ひ
が
ま
し
き
所
々
に
有
之
候

故
と
見
へ
て
、「
天あ
つ
は
れ晴
正
直
の
御
胸き
や
う
ち
う
中
か
な
。」
と
諸
人
悦
て
感か
ん

じ
入

ぬ
。』（
二
十
一
葉
ウ
）

泉い
づ
み

町
紙
屋
嘉
助
乱ら
ん

死し

之
事

　

宝
暦
九
年
巳
卯
二
月
、
大
坂
泉
町
紙
屋
嘉
助
と
い
ふ
酒
屋
近
年
、

家い
へ
は
ん
じ
や
う

繁
昌
し
て
家
来
数
十
人
召
つ
か
ふ
て
年
々
酒
数
百
石
を
造つ
く

れ
り
。

嘉
助
は
三
十
歳
斗
心
い
き
も
正せ
う
じ
き直

成
能よ
き
ひ
と
が
ら

人
柄
な
り
し
に
い
か
な
る
ゆ

へ
に
や
、
此
頃
気き
も
ち持
前ぜ
ん
ご後
ふ
つ
ゝ
か
成
事
を
折
〳
〵
見
へ
た
る
由
。

然
し
此
ほ
ど
は
、
大
方
に
癒い
へ

て
全せ
ん
く
わ
い快と
』（
二
十
二
葉
オ
）
父ふ

ぼ母
兄

弟
も
悦
び
居い

け
る
に
、
家け
ら
い来
共
酒さ
け
つ
く造
る
道ど
う

具ぐ

を
洗あ
ら

わ
ん
と
て
、
大
釜が
ま

に
湯ゆ

を
た
ぎ
、
又
た
ぎ
ら
し
た
る
折
か
ら
、
嘉
助
衣い
ふ
く服

を
着き

な
が
ら

飛と
び
こ込

ん
て
、
惣
身み

に
へ
た
ゞ
れ
て
卒そ
つ
し死

し
た
り
。「
此
人
い
か
な
る

悪あ
く
き
や
う

業
を
請う
け
き
た来

り
て
、
か
ゝ
る
不ふ
び
ん便

の
死し

を
と
げ
た
り
。」
と
聞き
く

人
涙
な
み
だ

を
流な
が

し
け
り
。

摂せ
つ
し
う州

黒く
ろ
か
わ
む
ら

川
村
乞こ
つ
じ
き食

騒さ
う
ど
う動

之
事
』（
二
十
二
葉
ウ
）

　

宝
暦
六
年
子
の
夏な
つ

、
摂
州
河か
わ
べ部

郡
黒
川
村
の
百
姓
共
、
大
坂
町
御

奉
行
所
并

鈴す
ゝ
き木

町
御
代
官
小
川
新
右
衛
門
殿
御
役
所
へ
訴う
つ
たへ

出
た
る

旨
を
委く
わ

し
く
た
づ
ぬ
る
に
、
黒
川
村
は
貧ひ
ん
み
ん民

の
住ち
う
き
よ居

す
る
村
に
し
て
、

村
中
み
な
〳
〵
小こ

や家
に
て
し
か
も
近
年
は
殊
之
外
困こ
ん
き
う窮

し
、
人
数
も

へ
り
、
朝あ
さ
ゆ
ふ夕
の
煙け
む
りも
立
か
ね
年ね
ん
ぐ貢
に
も
み
し
ん
多お
ゝ

く
か
ゝ
り
け
る
が
、

む
か
し
よ
り
、
此
村
に
や
と
ひ
置お
き

候
所
の
番ば
ん
た太
〈
こ
つ
じ
き
／
の
事

也
〉
は
正
月
』（
二
十
三
葉
オ
）
元
日
よ
り
三
月
三
日
五
月
五
日
七

月
十
五
日
九
月
九
日
歳せ
い
ぼ
う暮

ま
て
に
村
中
の
家い
へ

〳
〵
よ
り
過く
わ
ぶ
ん分

の
米へ
い
せ
ん銭

を
も
ら
ひ
来
る
事
、
例れ
い

の
や
う
に
成
来
り
て
、
此
比
此
村
困こ
ん
き
う窮

に
及

ぶ
と
い
へ
ど
も
、
相
替か
は

ら
ず
も
ら
ひ
来
る
を
此
村
の
庄
屋
年
寄

組く
み
か
し
ら

頭
な
ど
無む
へ
き益

の
事
に
思
ひ
け
る
故
、
番ば
ん
た太

に
そ
の
訳わ
け

を
申
聞き
か

せ
断

を
立
、「
向
き
や
う
こ
う後

此
村
に
番
太
居い

候
に
不
及
。」
と
て
、
番
太
に
い
と
ま

を
遣
は
し
け
る
由
。
其
翌よ
く

日
よ
り
乞こ
つ
じ
き食

共
男な
ん
に
よ
ろ
う
に
や
く
あ
い

女
老
若
相
』（
二
十
三

葉
ウ
）
交ま
ぢ

り
て
、
数
百
人
黒
川
村
入
込
、
家
々
へ
み
だ
れ
入
り
、

食し
よ
く
も
つ
物
を
乞こ
ふ

事
し
き
り
な
り
。
村
中
の
家
々
殊
の
外
迷め
い
わ
く惑
が
り
、
色
々

断
を
申
聞き
か

せ
返か
へ

り
候
様
に
な
だ
め
相
詫
候
へ
共
、
一
円ゑ
ん

聞
入
不
申
。

剰
あ
ま
つ
さ
へ

家
々
江
乱
れ
入
、
乞こ
つ
じ
き食

ど
も
手
づ
か
ら
食し
よ
く
も
つ物な

ど
ぬ
す
み
く

ら
ひ
、
狼ろ
う
ぜ
き藉

仕
候
ニ

付
村
中
打
寄
、「
棒ぼ
う

よ
。」「
杖つ
へ

よ
。」
と
ひ
し
め

き
、
た
ゝ
き
出
さ
ん
と
す
れ
は
、
乞こ
つ
じ
き食

は
大
勢
に
て
し
か
も
強ご
う
き気

に

勢
ひ
つ
よ
く
、
村
中
の
者
共
は
非ひ
り
き力

な
れ
は
、
却か
へ
つて

』（
二
十
四
葉

オ
）
乞こ
つ
じ
き食
に
た
ゝ
か
れ
、
疵き
す

付
た
る
者
数か
ず

を
知
ら
ず
。
乞
食
に
一
人
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も
怪け

が我
な
し
。
右
の
仕
合
に
付
、
殊
の
外
難な
ん
き義

仕
候
段
訴う
つ
たへ

出
る
に

よ
つ
て
、
黒
川
村
御
支し
は
い配

小
川
新
右
衛
門
殿
町
奉
行
所
へ
御
出
御

対た
い
だ
ん談
之
上
、
町
奉
行
所
よ
り
大
坂
四
ケ
所
之
乞こ
つ
じ
き食
頭
共
へ
仰
付
ら
れ
、

「
左
様
之
族や
か
ら
ら
う
ぜ
き

狼
藉
仕
候
ず
候
様
に
。」
と
再さ
い
さ
ん三
御
申
付
有
之
候
得
共
、

黒
川
村
辺へ
ん

之
乞
食
一
円ゑ
ん
か
へ帰
り
不
申
日
々
狼
藉
不ふ
は
た
ら
き
働
、
難な
ん
ぎ義
仕
候
間
、

御
代
官
新
右
衛
門
殿
御
役
所
へ
度
々
』（
二
十
四
葉
ウ
）
訴う
つ
たへ

出
る

に
よ
つ
て
、
町
奉
行
所
御
対た
い
だ
ん談

候
得
共
、
愚く
ど
ん鈍

之
両
奉
行
に
て
、
一

向か
う
わ
け
た
ち

訳
立
不
申
候
ニ

付
、
新
右
衛
門
殿
御
工く
ふ
う夫

之
上
、
黒
川
村
近き
ん
へ
ん辺

之

村
々
年
寄
庄
屋
不
残
召め
し
よ
せ寄

ら
れ
候
事
。

　

�

今
度
河か
う
べ邊

郡
黒
川
村
江

乞こ
つ
じ
き食

共
数あ
ま
た多

入
こ
み
、
狼ら
う
ぜ
き藉

い
た
し
候
義

有
之
及
、
難な
ん
ぎ義
候
旨
訴う
つ
たへ
来
り
候
此
已
後
、
右
乞こ
つ
じ
き食
共
黒
川
村
江

群く
ん
し
ゆ集
仕
候
節
は
、
黒
川
村
之
近き
ん
ご
う郷
江

告つ
げ
し知
ら
せ
被
申
候
而
、
其
節
』

（
二
十
五
葉
オ
）
者
近
郷
之
村
々
よ
り
力
り
き
り
や
う量
有
之
男
共
早さ
つ
そ
く速
か
け

付
、
見み
つ
け附
次
第
に
心
之
侭ま
ゝ

打て
う
ち
や
く擲
被
仕
候
。
勿も
ち
ろ
ん論
非ひ
ど
う道
之
乞こ
つ
じ
き食
共

に
候
得
は
、
た
と
ひ
打
殺こ
ろ
し

候
て
も
不
く
る
し
か
ら
ず苦

間
そ
の
間
、
承
知
被
仕

候
。
何
時
に
て
も
黒
川
村
注ち
う
し
ん進
（
注
）

い
た
し
候
は
ゝ
、
無ち
た
い
な
く

遅
滞

大お
ゝ
ぜ勢

ひ
馳は
せ

付
、
黒
川
村
之
者
共
に
力ち
か
らを

済
可
遣
候
。

　
　

※�

【
本
文
注
】「
注
進
」
の
「
注
」
に
重
ね
て
灰
色
の
筆
で
「
者
」

と
あ
り
。

急
度
御
申
渡
有
之
候
。
此
事
を
乞
食
共
も
聞き
ゝ

け
る
か
、
翌よ
く

日
よ
り
壱

人
も
来
ら
ず
。
黒
川
村
静せ
い
し
つ謐
に
お
さ
ま
り
』（
二
十
五
葉
ウ
）
け
り
。

此
時
大
坂
の
町
奉
行
は
、
細ほ
そ
い
あ
き
の
か
み

井
安
藝
守
殿
桜さ
く
ら
い井
丹
後
守
殿
也
。「
御

両
人
共
愚ぐ

ま
い昧

の
生せ
い
し
つ質

ゆ
へ
、
是
程
の
細さ
い
し事

埒ら
ち

御
明あ
け

ケ
不
被
成
。」
と

皆
人
評へ
う
で
う定

し
あ
へ
り
。
御
代
官
新
右
衛
門
殿
は
老ろ
う
か
う功

と
い
ひ
、
才さ
い
か
く覚

あ
り
と
知し

る
者
は
ほ
め
ぬ
物
こ
そ
な
か
り
け
り
。

谷た
に

町
酒
屋
之
表お
も
て
江

女
の
首く
び
す
て
お
く

捨
置
事

　

宝
暦
九
年
卯
二
月
十
二
日
朝あ
さ

、
大
坂
小
谷
町
伊い

せ勢
屋
』（
二
十
六

葉
オ
）
七
兵
衛
と
云
へ
る
酒
屋
の
お
も
て
格か
う
し子

の
上
に
女
の
首く
び

一
ツ

あ
り
。
い
か
な
る
者
の
仕し
わ
ざ業

と
も
知し

れ
ず
。
髪か
み

を
さ
ば
き
、
首く
び

は
土

中
に
数
日
う
つ
も
れ
た
る
物
と
見
へ
て
、
口く
ち
は
な鼻

は
大
か
た
肉に
く

な
く
、

殊
之
外
見
苦く
る
しき

物
な
り
。
遠え
ん
き
ん近

の
見
物
群く
ん
じ
ゆ集

す
る
事
お
び
た
ゝ
し
。

七
兵
衛
殊
の
外
迷め
い
わ
く惑
に
お
も
ひ
、
町
人
年
寄
同
道
し
て
月
番
町
奉
行

所
岡お
か
べ
つ
し
ま
の
か
み
と
の

部
対
馬
守
殿
江

書
付
を
以
御
断
申
上
候
得
は
、
与よ

力り
き

衆
を
以

委い
さ
い細
と
は
せ
ら
れ
仰
渡
さ
れ
け
る
は
、「
数す
じ
つ日
を
経へ

』（
二
十
六
葉

ウ
）
し
古ふ
る
く
び首
に
相そ
う
い違
な
け
れ
は
、
定さ
だ
めて
酒さ
け
の
へ酔
人
の
業わ
さ

成
べ
し
。
子し
さ
い細

な
く
候
へ
ば
早
く
墓は
か
し
よ所

へ
と
り
捨
候
様
に
。」
と
の
御
上じ
や
う
い意

に
て
相

済
ぬ
。「
ま
事
に
酒
酔
人
の
悪わ
る
あ
そ遊

び
い
や
な
も
の
。」
と
み
な
人
申
あ

へ
り
。
是
を
見
た
る
人
々
、
一
日
二
日
は
食し
よ
く
じ事

に
一
向か
う

存
出
し
難な
ん
ぎ義

の
よ
し
。
ま
だ
児こ
ぢ
よ女
な
ど
は
目
に
ち
ら
つ
き
候
と
て
、
夜よ

は
暮く
れ
か
た方
か

ぎ
り
大
人
の
外
は
そ
と
通
る
人
も
な
し
。
女
の
首く
び

と
は
み
た
れ
し
髪か
み

に
て
女
と
目め
き利ゝ
い
た
し
鬼お
に

の
様や
う

』（
二
十
七
葉
オ
）
に
も
あ
り
。
た

と
へ
ん
方
な
き
こ
わ
き
き
た
な
き
物
也
と
つ
ば
き
は
き
せ
ぬ
者
は
壱

人
も
な
し
。
難な
ん
ぎ義
と
て
上
も
な
き
難な
ん
ぎ義
な
り
。
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古
新
奇
談
貮
編
第
六
終
』（
二
十
七
葉
ウ
）

古
新
奇
談
貮
編
第
八

　
　
　

目
録

一　

金
銀
札
遣つ
か

ひ
之
事

一　

大
坂
御
城
堀ほ
り

は
ま
り
之
事

一　

阿お
ら
ん
だ
も
め
ん
た
ね

蘭
陀
木
綿
種
之
事

一　

御
代た
い
く
わ
ん官
山
中
源
四
郎
一
件け
ん

之
事

一　

将せ
う
ぐ
ん軍
宣せ
ん
け下
之
事
』（
一
葉
オ
）

一　

大
坂
油
屋
願
之
事

一　

江
戸
大
火く
わ
じ事

之
事

一　

河
州
久
宝
寺
村
安
井
何な
に
が
し某

か
事
』（
一
葉
ウ
）

古
新
奇
談
第
八

　
　

金
銀
銭
札
遣
ひ
之
事

　

金
銀
銭
札
遣
ひ
之
儀
、
宝
永
年
中
相
止
候
様
、
前
之
札
遣
致
し
来

候
様
、
所
々
は
勝か
つ
て手
次
第
被
仕
旨
、
享
保
十
五
年
相
違
候
。
其
後
、

新し
ん

規き

之
場
所
札
銀
札
遣
ひ
願
相
済
候
も
有
之
候
故
、
新
規
之
方
も

段
々
相
済
候
而
、
一
類る
い
れ
い例
も
多
く
相
成
後
之
差さ
し
つ
か
へ
支
も
』（
二
葉
オ
）

被
為
之
候
間
、
札
遣
ひ
致
し
来
候
場
所
并
享
保
十
五
年
以
後
新し
ん

規き

に

相
願
済
候
而
は
、
格か
く
べ
つ別

右
之
外
向き
や
う
こ
う後新

規
ニ

場
所
札
遣
ひ
之
義
は
な

り
が
た
く
候
問
、
主
意
得
候
様
ニ

と
の
事
也
。

一
金
銀
銭
札
遣
ひ
之
義
は
通つ
う
よ
う用

致
し
来
候
分
も
向
後
願
ひ
成
か
た
く

　

候
事

　

�

但
当
時
通
用
致
候
分
は
、
年ね
ん

季き

の
内
は
只
今
迄
之
通
た
る
べ
き

事
』（
二
葉
ウ
）

　
　

右
之
通
可
被
相
触
候

　

�

右
書
付
同
九
年
卯
八
月
江
戸
御
評
定
所
よ
り
被
仰
下
御
触ふ
れ
な
が
し

流
し
有

り
。大

坂
御
城
堀ほ
り

は
ま
り
之
事

　

同
年
号
初
比
、大
坂
御
城
の
辺あ
た

り
を
通
行
せ
し
に
、酒
に
酔ゑ
い

た
る
人

と
見
へ
て
、
御
城
の
堀
へ
あ
や
ま
つ
て
落お
ち

ぬ
。ほ
り
の
内
水
ま
ん
〳
〵

と
し
て
、
既す
で

に
沈し
づ

む
べ
き
』（
三
葉
オ
）
そ
の
人
水す
い
れ
ん練

の
能の
う

有
し
や
。

お
よ
ぎ
て
あ
な
た
こ
な
た
へ
浮う
き

な
が
ら
大
音
上
て
、「
た
す
け
給
へ
。」

と
さ
け
ぶ
。
番
所
の
人
々
参
り
会
て
申
け
る
は
、「
石い
し
か
き垣

へ
手
を
か

け
居
る
べ
し
。」
と
申
。
早さ
つ
そ
く速

役
人
へ
告つ
げ

け
る
と
見
へ
て
、
脇わ
き
ざ
し指

斗

り
さ
し
た
る
男
貮
人
は
か
や
う
の
事
を
支し
は
い配

す
る
役
人
に
て
、
か
る

も
か
る
す
け
と
て　

公
儀
よ
り
御
扶ふ

ち持
頂て
う
だ
い戴
い
た
し
、
む
か
し
よ
り

両
人
相
勤
る
本
名
は
有
な
が
ら
か
る
も
か
る
助
、
通
り
名
の
由
。
そ

の
節
は
ま
り
た
る
人
江

い
ひ
』（
三
葉
ウ
）
聞
せ
し
は
、「
惣
じ
て
御

城
堀
へ
は
ま
り
た
る
も
の
、
此
方
共
に
告つ
げ

知
ら
せ
て
、
ケ
様
に
引
上

遣
す
時
は
、
其
人
別べ
つ
ぜ
う条

な
し
。
若も
し

は
ま
り
て
も
人
手
を
か
ら
ず
独ひ
と

り

上
る
時
は
、
そ
の
者
は
死し
ざ
い罪

に
被
仰
付
事
御
大
法
な
り
。」
と
か
た

り
き
。「
誠
に
御
城
御
掘
り
は
、
城
せ
う
く
は
く郭

第
一
の
要や
う
が
い害

な
れ
ば
、
左
も

被
有
事
か
」
と
い
へ
り
。
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阿
蘭
陀
木
綿
種
之
事
』（
四
葉
オ
）

　

同
九
年
初
冬
、
江
戸
よ
り
摂せ
つ

州し
う

河か

州
泉せ
ん

州
支し

配は
い

の
御
代
官
へ
、

「
お
ら
ん
だ
の
木も
め
ん
た
ね

綿
種
を
少
々
宛づ
ゝ

被
下
、
摂せ
つ

州
河
州
の
地
面
木
綿
を

作つ
く

る
百
姓
共
へ
わ
り
附つ
け

遣
わ
し
置
、
来
年
八
月
に
一
粒り
う

た
ね
蒔ま
き

こ
ゝ

ろ
み
候
様
に
。」
と
の
事
也
。
そ
の
綿わ
た
さ
ね実

黒
と
び
色い
ろ

に
し
て
、
あ
さ

が
ほ
種
の
如
し
。
此
綿
の
こ
へ
は
、
牛う
し

の
く
そ
を
用
ひ
る
由
。
此
わ

た
生お
い
し
げ茂

る
時
は
高
壱
丈
余あ
ま

り
に
て
、
綿
の
ふ
く
事
大
に
成
、
手
に
一

つ
か
み
ほ
ど
宛づ
ゝ

』（
四
葉
ウ
）
ふ
く
。
常つ
ね

に
は
し
ご
を
さ
し
て
の
ぼ

り
て
、
綿わ
た

を
と
る
由
。
来
年
八
月
た
ね
ま
き
て
、
こ
ゝ
ろ
む
べ
き
由
。

綿
渡
さ
れ
、
阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
木
綿
の
事
、『
農
の
ふ
ぎ
や
う業
全ぜ
ん
し
よ書
』
に
見
得
た
り
。
可

考
の
み
。

御
代
官
山
中
源
四
郎
一
件
之
事

　

同
七
年
丁
丑
の
秋
、
北ほ
く
ろ
く
ど
う

陸
道
五
穀こ
く

み
の
ら
ず
、
人
多お
ゝ

く
飢う
へ

に
及
べ

り
。　

公
儀
并
に
地じ
と
う頭

よ
り
「
飢う
へ

人
を
救す
く

は
ん
。」』（
五
葉
オ
）
と

て
米へ
い
こ
く穀

を
わ
か
ち
給
ひ
て
、
飢き
ゝ
ん饉

を
し
の
ぎ
、
そ
の
不ふ
そ
く足

を
補お
ぎ
なへ

り
。

越ゑ
ち
こ後
国
水
原
の
御
代
官
山
中
源
四
郎
殿ど
の

よ
り
も
、「
支し
　
は
い配
之
村
々
飢う
へ

人
多
く
有
之
候
間
、
御
救す
く
ひ

米
下
し
置
れ
可
然
。」
と
江
戸
御
勘か
ん
で
う定
所

へ
願
ね
が
い

被
遣
け
れ
ば
、
早さ
つ
そ
く速
御
救す
く
い
ま
い米
下
さ
れ
、
飢う
へ

た
る
者
ど
も
へ

夫
〳
〵
に
割わ
り

渡
べ
き
の
旨
、
仰
下
さ
れ
候
也
。
右
御
代
官
源
四
郎
殿

元
〆
手
代
共
へ
評へ
う
で
う定
あ
つ
て
、
先
御
救
米
の
半な
か
ばを
飢う
へ

た
る
者
ど
も
へ

急
に
割
わ
た
し
て
飢う

へ

た
る
』（
五
葉
ウ
）
者
を
救す
く
はれ

ぬ
折
ふ
し
、
麦む
ぎ

の
熟じ
ゆ
くす

る
時じ
せ
つ節

に
も
成
け
れ
ば
、
飢う
へ

べ
き
人
も
次
第
〳
〵
に
食し
よ
く
も
つ物に

取
付
、
当
時
飢う
へ

ざ
る
様
に
成な
り
ゆ
き行
け
れ
ば
、　

公
儀
よ
り
御
救す
く
ひ
ま
い
米
の
半

分
は
源
四
郎
殿
方
に
預あ
つ
かり
置お
か

れ
ぬ
。
さ
て
ま
た
、
源
四
郎
殿
支し
は
い配
所

越
後
水み
づ
は
ら
へ
ん

原
辺
百
性
等
も
年
々
御
見
と
り
の
年ね
ん
ぐ貢
は
、
秋
冬
よ
り
翌よ
く

年

の
春
へ
か
け
て
、
大
概が
い

勘
定
に
つ
も
り
、
米べ
い

穀こ
く

金
銀
共
に
余よ
け
い慶

に
御

代
官
ま
で
出
し
置
、
翌よ
く

年
』（
六
葉
オ
）
の
春は
る

へ
成
り
て
、
年ね
ん
ぐ
し
き

貢
式

こ
と
〴
〵
く
皆か
い
さ
い済

之
う
へ
、
江
戸
勘
定
所
よ
り
御
代
官
江

年
貢
皆
済

証
文
渡
り
次
第
に
委い
さ
い細

の
勘
定
あ
り
て
、
過く
は
じ
や
う
ふ
そ
く

上
不
足
を
糺た
ゞ

し
、
不
足

は
取
り
立
、
過
上
は
村
〳
〵
へ
割わ
り
も
ど
し戻、

毎
年
如
此
し
て
勘
定
方
出
入

な
く
相
済
事
也
。
然
る
に
、
源
四
郎
殿
子し
そ
く息
庄
三
郎
殿
身み
も
ち
ほ
う
ら
つ

持
放
埓
に

し
て
、
酒し
ゆ
し
よ
く色
に
ふ
け
り
奢お
ご

り
を
極き
わ
め
ら
る
ゝ
故
に
、
源
四
郎
殿

内な
い
し
や
う
か
た

証
方
殊
之
外
不ふ

如に
よ

意い
ニ
而

、
甚
困こ
ん
き
う窮
あ
ま
れ
ぬ
。』（
六
葉
ウ
）
勿も
ち

論ろ
ん

、
源
四
郎
殿
江　

公
儀
よ
り
は
支し
は
い
ち

配
地
の
石
高
に
応お
ふ

じ
、
御
式し
き
ほ
う法

の
如
く
金
子
扶ふ
ち
ま
い

持
米
年
々
に
下
し
給
は
る
事
な
れ
ば
、
手
代
ど
も
扶

持
せ
ら
れ
て
も
年
余あ
ま

り
可
有
事
な
る
に
、
子し
そ
く息

の
庄
三
郎
の
放
埓
に

よ
り
、
内な
い
し
や
う証は

な
は
だ
困こ
ん
き
う窮

に
よ
り
、
か
の
村
か
た
へ
わ
り
戻も
ど

し
の

金
銀
丁
丑
の
年
、
年ね
ん

貢ぐ

納
よ
り
巳
卯
の
年
迄
二
ケ
年
は
、
む
ら
方
へ

わ
り
戻も
ど

し
の
さ
た
も
な
く
打う
ち
す
て捨
置
れ
、
其
上
丑
の
年
、　

公
儀
よ
り

飢う
へ

人
共
へ
下
し
』（
七
葉
オ
）
給
は
り
し
米べ
い
こ
く穀
も
半
分
は
其
節
渡わ
た

し
、

半
ぶ
ん
は
源
四
郎
ど
の
預あ
づ
かり
分
と
な
り
て
、
末
是ぜ
ひ（
マ
マ
）
悲
の
わ
か
ち
な
く
、

是こ
れ
ら等
の
事
江
戸
元
〆
手
代
并
在さ
い
し
よ所
元
〆
手
代
等
殊
之
外
歎な
げ

き
て
、
毎
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年
源
四
郎
殿
江　

公
儀
よ
り
下
し
置
る
ゝ
役
や
く
り
や
う料

金
扶ふ
ち
ま
い

持
米
余よ
け
い慶

を
た

め
置
、
夫
に
て
右
百
性
へ
の
割
戻
し
、
丑
の
年
寅
の
年
貮
ケ
年
分
何

と
ぞ
工く
め
ん面

し
済
し
、
そ
の
上
に
て
公
儀
よ
り
飢う
へ

人
救す
く

ひ
の
半
分
源
四

郎
殿
方か
た

へ
、「
わ
れ
』（
七
葉
ウ
）
内な
い
し
や
う証に

て
の
預あ
づ
かり

分ふ
ん
な
ど抔

、
皆
済
し

侍は
べ

ら
ん
。」
と
色
々
心
を
く
だ
き
居
る
折
か
ら
、
い
か
ゝ
致
し
け
ん
、

水み
は
ら原
む
ら
庄
屋
年と
し
よ
り寄
共
五
人
、
江
戸
表
へ
罷
越
、
右
之
訳
委い
さ
い細
目
安

を
認し
た
ゝめ
、
御
評へ
う
で
う定
所
へ
度
々
訴う
つ
たへ
出
け
る
ゆ
へ
、
御
老ろ
う
ぢ
う中
御
相さ
う
だ
ん談
に

て
願
く
わ
ん
し
よ書
之
通
御
聞き
ゝ
お
き置
の
う
へ
、
源
四
郎
父
子
并
元
〆
手
代
共
其
外
手

代
共
ま
で
こ
と
〴
〵
く
御
吟ぎ
ん
み味

有
け
れ
ば
、
源
四
郎
ど
の
子し
そ
く息

庄
三

郎
不ふ

相さ
う

応お
ふ

の
奢お
ご

り
ゆ
へ
、
内
証
不
如に
よ
い意

に
』（
八
葉
オ
）
付
右　

公

儀
よ
り
御
救き
う
ま
い米

の
半
分
并
百
性
共
江

割わ
り
も
ど
し

戻
の
金
銀
自じ

身し
ん

内な
い
し
や
う
か
た

証
方
江

い

つ
と
な
く
遣
ひ
込こ
み

引
負お
ひ

た
る
に
極
り
け
れ
ば
、
此
旨　

上じ
や
う
ぶ
ん聞に

達た
つ

し

宝
暦
九
年
巳
卯
九
月
二
日
之
夜
御
勘
定
奉
行
一
色し
き
あ
き
の
か
み
と
の

安
藝
守
殿
宅
に
お

ゐ
て
左
之
通
被
仰
付
。

　
　

越
後
国
水
原
御
代
官

改か
い
へ
き易
軽か
る
き

追つ
い
ほ
う放　
　
　
　
　
　

山
中
源
四
郎

流る
ざ
い罪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫡
子
庄
三
郎
』（
八
葉
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
江
戸
詰
元
〆
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
幸
右
衛
門

流る
ざ
い罪　

　
　
　
　
　
　

陣
屋
詰
元
〆
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
先
手
元
〆
手
代
共

　
　

当
時
黒
田
大
和
守
家
来　

橋
瀬
勝
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
詰
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
文
右
衛
門

江
戸
払　
　
　
　
　
　

用
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

善
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
三
郎
召
仕
下
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
で
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

中
追つ
い
ほ
う放

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陣
屋
詰
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

般
田
十
兵
衛
』（
九
葉
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陣
屋
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
佐
兵
衛

　
　

急
度
御
呵し
か
りの
上
御
代
官
手
代
御
構か
ま
い

大
江
才
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

惣
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
詰
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
原
惣
治
郎

　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
嶋
喜
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原
常
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
軍
藏
』（
九
葉
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
手
代
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御
吟
味
之
上
不
埒
之
儀
無
之
ニ

付　
　

 

高
橋
太
一

御
手
次
第
奉
公
可
相
勤
旨
被
仰
渡
候　

小
松
軍
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
田
幸
右
衛
門
妻

御
構
無
之　
　
　
　
　
　
　
　

 

門
人　

甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

関
口
喜
右
衛
門

　

江
戸
払

　
　

�

此
者
は
源
四
郎
銀
掛
や
也
。
有
徳
の
町
人
成
し
と
也 

傳

七

　

江
戸
十
里
四
方
御
構　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
国
水
原
村

　
　
　

急
度
御
呵
之
上
役
義
此
放
召　
　

    
五
人
』（
十
葉
オ
）

右
一
件け
ん

吟ぎ
ん
み味
事
ニ

付
、
御
代
官
吉
原
久
左
衛
門
・
横よ
こ

尾を

六
右
衛
門
両

人
ニ

茂
間ま
ち
が
い違
之
筋
有
之
故
、「
御
裁さ
い
き
よ許
之
節
差
扣
可
申
哉
。」
と
御
伺

ひ
有
け
れ
ば
、
伺
之
通
急
度
差
扣
候
様
被
仰
付
。

※�

【
右
一
件
拾
壱
ニ

候
い
だ
し
可
得
候
こ
と
同
様
ニ

御
座
候
】
と
の
書

き
込
み
あ
り
。

大
坂
油
屋
願
之
事

　

同
九
年
、
摂
州
水み
ず
く
る
ま車
新し
ん
で
ん田
と
い
ふ
所
の
絞し
ぼ

り
油
屋
共
、
菜な
た
ね種

買か
い
と
り取
候
事
江
戸
江

下
り
、
御
勘
定
所
へ
御
』（
十
葉
ウ
）
願
申
上
候
故
、

大
坂
絞し
ぼ

り
油
屋
并
油
問と
ひ

屋
類
、
江
戸
表
江

被
召
候
て
段
々
御
吟ぎ
ん
み味
之

上
、
御
書
付
を
以
左
之
通
被
仰
付
け
り
。
そ
の
書
付
候
趣
証
文
を
認

し
た
ゝ

め
さ
せ
、
公こ
う

儀ぎ
江

差
上
け
候
様
被
仰
付
た
り
。
其
証せ
う

文
の
写う
つ
し、

左
の

如
し
。

　
　

差
上
申
一
札
之
事

一
大
坂
三
郷が
う

菜な
た
ね種
し
ぼ
り
油
屋
并

綿わ
た
み実
し
ぼ
り
油
屋
去
寅
五
月
、

冥め
う
が加

金
銀
上
納
願
仕
候
義
ニ

付
、
三
郷が
う

油
懸か
ゝ

り
之
者
共
、
同
年
十

二
月
よ
り
、
追
　々

御
勘
定
所
へ
』

（
十
一
葉
オ
）
被
召
出
、
小こ
ぼ
り
か
づ
ま

堀
数
馬
様
御
代
官
摂
州
莵う
は
ら原

郡
水
車
新

田
の
者
共
、
一
統と
う

御
吟ぎ
ん
み味

上（
之

上カ
）

、
此
度
一
件け
ん

落ら
く
じ
や
く着

被
仰
渡
、
右

冥め
う
が加

銀
願
之
義
は
、
畢ひ
つ
き
や
う竟水

車
新
田
之
者
共
、
油
し
ぼ
り
種た
ね
か
い買

江

願
ニ

可
相
障さ
は
り

為
存
付
候
事
ニ

相
聞
候
。
不ふ
ら
ち埒

ニ

被
思
召
過く
わ
り
や
う料
被
仰

付
、
冥め
う
が加
願
ひ
は
不
及
御
沙さ

た汰
ニ

候
。
水
車
新
田
之
者
共
も
御

年ね
ん
ぐ貢
運う
ん
じ
や
う上
等と
う

を
申
立
、
油
絞し
ぼ

り
菜な
た
ね種
買か
い

方
不ふ
さ
う
お
ふ

相
応
か
さ
高
成
御

願
ひ
申
上
、
不ふ
ら
ち埒
之
段
』（
十
一
葉
ウ
）
御
呵し
か

り
被
遊
、
依
之
此

己い

ご後
三
郷
油
懸か
ゝ

り
之
者
共
、
商あ
き
なひ

之
仕
方
水み
づ
く
る
ま車

新
田
之
絞し
ぼ

り
種だ
ね

買
方
之
義
等
、
御
下
知
之
趣
左
ニ

被
仰
渡
候
事

一
大
坂
油
屋
共
か
せ
ぎ
方
之
儀
、
寛
く
は
ん
ほ
う保

三
亥
年
御
触ふ
れ

出
し
御
座
候
処
、

毎
年
猥み
だ
りニ

相
成
、
油
相
場
不
引
下
他
国
者
菜な
た
ね
つ
く

種
作
り
増ま
し

茂
不
仕
、

大
坂
着
高
自し
ぜ
ん然
と
不す
ゝ
ま
ず進
、
不
取
〆
之
義
相
聞
候
故
、
此
度
於
御
勘

定
所
御
糺た
ゞ
し

被
遊
、
油
屋
共
渡と
せ
い世
仕
方
其
筋す
じ

之
』（
十
二
葉
オ
）
か

せ
ぎ
方
よ
り
過く
わ
ぶ
ん分
之
口か
う
せ
ん銭
を
取
、
其
外
紛ま
ぎ
ら
は
し
く
敷
か
ゝ
り
物
并
余
慶

之
舛
目
等
を
取
捌さ
ば

き
の
段
、
油
渡と

世せ
い

に
か
ゝ
わ
り
候
者
共
一
統た
う
こ
ゝ
ろ心
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得へ
ち
が
い違

、
右
亥
年
の
御
触ふ
れ

之
通
候
趣
不
相
弁わ
き
ま
へ、

御
吟ぎ
ん
み味

之
上
難
申

上
段
、
御
勘
定
所
に
お
ゐ
て
銘め
い
〳
〵々

口
上
書
差
上
候
。
然
ル

処
、
元

来
大
坂
種た
ね
と
い問

屋
三
百
軒
余よ

有
之
由
、
種
物
斗
売
買
仕
候
ニ

茂
無
御

座
候
。
諸
国
よ
り
登の
ぼ

り
穀こ
く
も
つ物
并

菜
種
綿わ
た

実み

御
蔵
屋
敷
方
払は
ら
い

種た
ね

等
』

（
十
二
葉
ウ
）
買か
い

入
、
絞し
ぼ

り
屋
共
へ
売う
り
わ
た渡

し
来
候
処
、
右
問と
ひ

屋
や

軒け
ん
か
づ数
多
く
ま
ち
〳
ニ〵

付
、
舛
目
不
相
糺た
ゞ

、
口
銭
懸か
ゝ

り
物
多
く
あ

ぶ
ら
の
相
場
も
引
き
下
ず
趣
お
も
む
きに
相
聞
へ
、
依
之
向き
や
う
こ
う後
右
人
数
之

内
に
て
種た
ね
と
い問
屋
廾
人
、
綿わ
た
み実
問
屋
十
人
相
究き
わ
め

被
下
候
而
三
拾
人

共
外
穀こ
く
も
つ物

等
引
請
、
是
迄
之
通
商せ
う
ば
い売

仕
候
様
、
尤
種た
ね
も
の
し
ぶ
ん

物
時
分
の
相

場
相さ
う
お
ふ応

に
買か
い
う
け請

、
年
中
廻
者
二
而

相
違
無
之
様
ニ

銘め
い
〳
〵々

帳
面
正
し
く

し
る
し
置
、
菜
種
綿わ
た
み実

』（
十
三
葉
オ
）
両
し
ぼ
り
油
屋
共
へ

売う
り
わ
た渡

し
可
申
候
。
若も
し
ち
や
く
た
か
お
し

着
高
押
か
く
し
候
は
ゝ
、
急
度
可
仰
付
候
。

且
又
他た
こ
く国

に
て
道た
う
が
い買

艀
下
買
不
仕
様
ニ

此
度
御
触
流
し
有
之
。
三

十
軒け
ん

之
問と
ひ

屋
之
外
ニ

而
油
絞し
ぼ

り
草く
さ
か
い買

取
候
義
御
停て
う
じ（
マ
マ
）

爾
被
仰
付
候

上
者
、
水
み
ず
ぐ
る
ま
し
ん
で
ん

車
新
田
之
者
ど
も
絞
り
種た
ね

当
お
も
て
三
十
軒
之
問
屋
よ

り
売
渡
べ
く
候
。
右
割
合
、
壱
ケ
年
菜な
た
ね
の
ぼ

種
登
り
高
、
拾
四
万
石
よ

り
拾
五
万
石
迄
有
之
候
は
ゝ
、
五
十
石
ほ
ど
の
内
綿わ
た
の
み実
』（
十
三

葉
ウ
）
三
拾
万
貫
目
買か
い

着
候
は
ゞ
、
拾
万
貫
程ほ
ど

右
之
積つ
も
りを

以
年
々

増ぞ
う

減け
ん

に
に
（
マ
マ
）応お
ふ
じ、

可
買
取
候
様
将
又
問
屋
共
減け
ん
し
や
う少

之
儀
者
、

種た
ね
も
の物

問
屋
菜な
た
ね種

壱
石
ニ

付　
　
　
　
　

銀
壱
匁

綿
実
代
銀　
　

百
匁
ニ

付　
　
　
　
　

銀
貮
匁
五
分

油
問
屋
江
戸
廻
代
銀
百
目
ニ

付　
　
　

銀
八
分

京
廻
油
一
樽
ニ

付
絞
油
屋
よ
り　
　
　

銀
貮
分

出
油
屋
江
戸
廻
油
代
銀
百
目
ニ

付　
　

銀
八
分
』（
十
四
葉
オ
）

京
廻
油
一
樽
ニ

付
油
屋
よ
り　
　

銀
三
分

京
廻
油
壱
石
ニ

付　
　
　
　
　
　

銀
八
分

　

右
之
通
、
問
屋
共
手
前
へ
木き
か
け
ふ
だ

掛
札
仕
置
、
後
年
ニ

至い
た
る迄

急き
つ
と度

相
守
、

　

�

猶
又
油
之
直
段
引
下
候
様
可
仕
旨
被
仰
渡
、
承せ
う
ち知
仕
奉
畏
か
し
こ
ま
り

候
。

若も
し

前
書
ニ

被
仰
渡
候
趣
違い
は
い背
仕
候
は
ゝ
、
何
分
之
重ぢ
う
く
わ科
に
茂
可
被

仰
仕
候
。
依
而
請
証
文
如
件
。』（
十
四
葉
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
種
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
実
問
屋

　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

油
物
問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

油　

問
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

油
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
車

　

御
奉
行
様
』（
十
五
葉
オ
）

右
証
文
之
事
、
江
戸
御
勘
定
所
に
て
相
定
ら
れ
、
御
老
中
へ
御
伺う
か
ゞひ

之
上
ニ
而

御
評
定
所
よ
り
大
坂
御
城
代
町
奉
行
所
江

被
仰
下
候
由
、

皆
々
被
召
出
証し
や
う
も
ん
い
ん
ぎ
や
う

文
印
形
押
さ
せ
、
大
坂
絞し
ぼ

り
油
屋
共
よ
り
過く
わ
り
や
う料と

し
て
銭
百
貫
文
差
上
候
と
也
。
凡
此
度
之
一
件
大
坂
絞
り
ニ

付
油
屋

一
軒
ニ

付
入
用
金
貮
拾
五
両
程ほ
と
づ宛ゝ

入
用
有
之
由
承
り
候
。』（
十
五
葉

ウ
）
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河
州
久
宝
寺
村
安
井
何
某
が
事

　

同
年
河
内
国
久
宝
寺
村
に
あ
そ
べ
り
。
此
地
に
庄
屋
の
受う
け
ち地

と
い

ふ
有
。
年ね
ん
ぐ貢
は
田
一い
と
つ
ぼ歩
ニ

四
合
づ
ゝ
の
積つ
も
りり
に
て
、
上
納
し
手
下
の

百
性
よ
り
は
、
壱
歩
ニ

六
合
づ
ゝ
の
利り
と
く徳
と
す
。
む
か
し
大
坂
合か
つ
せ
ん戦

夏な
つ
じ
ん陣
の
時
、
久
宝
寺
村
の
庄
屋
安
井
何
某
と
い
ふ
者
、
関
く
わ
ん
と
う東
方
へ

味み
か
た方

し
、
大
坂
方
大
将
長ち
や
う
そ
か
べ

曽
我
部
宮く
な
ひ
の
し
や
う
ゆ
う

内
少
輔
に
こ
の
久
宝
寺
の
郭
く
る
は

を
』（
十
六
葉
オ
）
あ
た
へ
ず
、
よ
く
持
か
た
め
し
御
褒ほ
う
び美

と
し
て

将せ
う
ぐ
ん
け

軍
家
秀ひ
で
た忠ゞ

公
台
徳
院
様
よ
り
御
免め
ん
き
よ許

有
し
と
也
。
此
事
は
、
惣

軍い
く
さ

奉
行
本
多
美
濃
守
の
推す
い
き
よ挙

に
よ
つ
て
な
り
。
今
に
子し

孫そ
ん

そ
の

由ゆ
い
し
よ緒

に
よ
り
て
、
安
井
某
な
に
が
し

家
へ
下
し
給
は
り
、
御
朱し
ゆ
い
ん印

之
写う
つ

し
と

て
同
村
百
性
の
家
に
も
て
り
。
爰
に
う
つ
し
て
代
の
人
に
し
ら
す
。

　

�

今
度
其
槨く
る
わ

堅け
ん
ご固
相あ
い
た
も
つ保
不
令
自
由
長ち
や
う
そ曽
』（
十
六
葉
ウ
）
我か

べ部
之

段
神し
ん
め
う妙
之
至
思
召
也
。
因
こ
れ
に
よ
つ
て玆
向
後
其
槨く
る
わ

汝
四
合
之
積つ
も

り
可
皆
済
。

従
下
百
性
所
納
就
一
歩
六
合
之
勘
定
有
御
免
者
也
。
仍
御
朱し
ゆ
い
ん印
被

下
之
以
上
。

　
　

慶
長
二
十
年
卯
五
月
六
日　

御
朱
印

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
備
中
守
執
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墨
印

　
　
　
　
　
　
　
　

久
宝
寺
村
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井
何
某
』（
十
七
葉
オ
）

　
　

将せ
う
ぐ
ん軍
宣せ
ん
け下
之
事

　

同
十
年
辰
二
月
四
日

　

�

征せ
い夷ゝ

大
将し
や
う
ぐ
ん軍

源
家い
へ
し
げ
か
う

重
公
右
大
臣
に
御
昇し
や
う
し
ん

進
、
嫡ち
や
く
し子

大
納
言
源

家い
へ
は
る
こ
う

治
公
右
大
将
ニ

御
兼け
ん
に
ん任

勅ち
よ
く
し使　
　
　
　
　
　

柳
原
前
大
納
言
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

廣
橋
前
大
納
言
殿
』（
十
七
葉
ウ
）

女
院
使　
　
　
　
　

綾
小
路
宰
相
殿

准し
ゆ
ご
う后

使　
　
　
　
　

五
辻
治
部
卿
殿

御
衣へ
も
ん紋　

　
　
　
　

樋
口
宮
内
卿
殿

御
身み
か
た
め固　

　
　
　
　

土
御
門
三
位
殿

　
　
　
　
　
　

綾
小
路
宰
相
殿
御
替
替
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
條
宰
相
中
将
殿

　

御
転て
ん
に
ん
や
く

任
役　
　
　
　

庭
田
大
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
頭
中
将
殿

御
兼け
ん
に
ん
し
や
う
そ
く
せ
ん
げ

任
消
息
宣
下
』（
十
八
葉
オ
）

　

上
卿　
　
　
　
　
　

葉
室
大
納
言
殿

　

奉
行
職
事　
　
　
　

日
野
左
中
辨
殿

将
軍
家
よ
り
右
御
礼
御
名
代
参
上
仕

　
　

京
都
御
名
代　
　
　

井
伊
掃
部
頭
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
肥
後
守
殿

�
御
名
代
井
伊
掃
部
頭
殿
は
、
親し
ん
も喪
ニ

付
讃
州
高
松
の
城
主
高
松

少
将
殿
御
勤
、
首し
ゆ
ひ
よ
く

尾
能
御
勤
之
功こ
う
ろ
う労
と
し
て
、
中
将
に
転て
ん
に
ん任
有

し
と
也
。
日に
つ
か
う
ざ
ん

光
山
江

右
御
昇し
や
う
し
ん
進
』（
十
八
葉
ウ
）
御
兼け
ん
に
ん任
御
申
上
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と
し
て

　

御
名
代　
　
　
　
　
　

小
笠
原
伊
豫
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

飛
騨
守

　

御
控　
　
　
　
　
　
　

稲
葉
丹
後
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
修
理
太
夫

　

伝て
ん
そ
う
か
ゝ

奏
懸
り
御
免め
ん　
　
　

毛
利
山
城
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
達
紀
伊
守

　

同
御
控　
　
　
　
　
　

京
極
佐
渡
守
』（
十
九
葉
オ
）

　

同
御
控　
　
　
　
　
　

堀
丹
波
守

江
戸
大
火
之
事

　

同
十
年
辰
二
月
六
日
夜
、
江
戸
濵は
ま
ま
つ松

壱
丁
目
り
や
う
理り

屋
久
國
屋

吉
右
衛
門
方
出
火
芝し
ば
し
ん
め
い

神
明
の
地ぢ

内な
い

不
残
や
け
、
南
側が
わ

不
残
焼し
や
う
し
つ

失
、
夫

よ
り
は
ま
松
町
片
門
前
・
中
門
前
・
新し
ん
な
み並

町
・
加
藤
佐
渡
守
殿
御
下

や
し
き
・
金
杦
の
松
平
相さ
が
み模
守
殿
御
下
屋
し
き
不
残
焼し
や
う
し
つ
失
、』（
十
九

葉
ウ
）
其
夜
神
田
旅は
た
ご
や篭
屋
町
壱
丁
目
明あ
か
し石
や
源
兵
衛
よ
り
出
火
、
御

使
番
永
井
伊い
を
り織
殿
御
下
や
し
き
半
分
や
け
、
花は
な
ふ
さ房
町
・
山
本
町
・
佐

久
間
町
・
六
間
町
・
八
間
町
・
平
川
町
・
岩
井
町
・
冨
田
町
・
紺こ
ん
や屋

町
・
小こ
て
ん
ま

傳
馬
町
・
大
門
通
り
・
田
所
町
・
長
谷
川
町
・
人
に
ん
ぎ
や
う形

町
・

乗の
り
も
の物

町
・
堺
町
・
吹
屋
町
・
中
村
勘
三
郎
・
市
川
宇
左
衛
門
南
芝し
ば
い居

操あ
や
つり

芝し
ば
い居

こ
と
〳
〵
く
焼し
や
う
し
つ失、

泉
い
づ
み

町
・
難な
ん
ば波

町
へ
つ
つ
い
河
岸
よ
り
、

濵は
ま

町
辺へ
ん

の
武
家
屋や
し
き舗
』（
二
十
葉
オ
）
不
残
大
川
端
よ
り
新
大
橋
や

け
落
て
、
深
川
へ
飛と

び
ひ火

う
つ
り
、
海か
い
へ
ん邊

大
工
町
・
清
住
町
焼し
や
う
し
つ

失
、
れ

い
が
ん
じ
ま
霊れ
い
が
ん
し

巌
寺
・
法ほ
う
せ
ん
じ

泉
寺
の
塔た
つ
と
う頭

、
其
外
寺て
ら

〳
〵
多
く
炎ゑ
ん

上
し
、

夫
よ
り
火
の
も
へ
口
二
つ
に
成
、
一
口
は
内
柳
原
・
小
柳
原
・
永な
が
た田

町
よ
り
通
り
新
石こ
く

町
焼や
け

ぬ
け
、
鍋な
べ

町
・
鍛か

じ冶
町
・
本
白し
ろ
が
ね銀

町
・
本
石

町
・
本
町
・
宝
町
・
瀬せ

と戸
物
丁
・
小
田
原
町
す
べ
て
通
町
の
東
側が
わ

不

残
や
け
ぬ
け
、
夫
よ
り
飼か
い
ば葉
町
へ
飛
か
へ
り
、
れ
い
が
ん
嶋
河が

し岸
』

（
二
十
葉
ウ
）
通
り
浜は
ま
て手
ニ
而

留
と
（ゞ
マ
マ
）り
、
又
一
口
の
火
は
、
い
よ
〳
〵

広ひ
ろ

く
や
け
て
、
堀ほ
り
へ江
町
・
照て
り
ふ
り降
町
・
小
網あ
み

町
・
は
こ
ざ
き
町
・
行
き
や
う
と
く徳

河が

し岸
ま
で
や
け
、
此
時
風か
せ
か
は替

り
、
正
面
の
か
ぜ
こ
と
の
外
烈は
げ

し
く
、

永ゑ
い
た
い
ば
し

代
橋
や
け
落
、
深ふ
か

川
へ
飛と
び
う
つ
り移、

中
嶋
町
・
八
ま
ん
町
新し
ん
ち地

の
こ
ら

ず
焼し
や
う
し
つ失、

三
十
三
間
堂ど
う
ゑ
ん
し
や
う

炎
上
し
、
洲す
さ
き崎

に
て
火
と
ま
る
折
ふ
し
、
雨あ
め

風か
ぜ

ま
す
く
は
げ
し
く
泉い
つ
み
ば
し橋の

辺へ
ん

よ
り
跡あ
と

の
火
も
へ
出
、
り
や
う
か
ん

町
・
と
し
ま
町
・
橋は
し
も
と本

町
・
大
川
端は
た

』（
二
十
一
葉
オ
）
武ぶ

け家
屋
敷

米よ
ね
ざ
わ沢

町
・
や
げ
ん
堀ぼ
り

・
両
國
廣ひ
ろ
こ
う
じ

小
路
を
限か
ぎ

り
に
て
、
翌よ
く

七
日
ま
で
焼や
け

て
漸や
う
〳
〵々

火
慎し
づ
まり
ぬ
。
永
代
橋
・
新
大
橋
・
江
戸
橋は
し

を
初は
じ
めと
し
て
大
橋は
し

凡
二
十
八
焼や
け

落
る
。
そ
の
外
小
橋
三
十
焼し
や
う
ぼ
う
亡
、
死し

人に
ん

凡
百
廾
人
、

寺て
ら
か
ず数
凡
貮
百
軒
、
表
お
も
て
み
せ店
斗
竃か
ま
ど

数
拾
貮
万
九
百
軒
、
武
家
や
し
き
百

六
拾
軒
、
米こ
め

・
酒さ
け

・
醤せ
う
ゆ
う油

・
水
油
・
魚う
を

油
・
く
り
綿わ
た

・
木
綿
・

干ほ
し
か鰯

・
か
つ
ほ
ぶ
し
・
か
ま
す
・
干ひ
も
の
る
い

物
類
、
お
び
た
ゝ
し
く
焼し
や
う
ぼ
う亡す

。

近き
ん
ね
ん年

』（
二
十
一
葉
ウ
）
未み
も
ん聞

の
大
火
な
り
と
い
へ
り
。

　
　

武
家
屋
舗
焼
失
名
目
は

西
尾
隠
岐
守
殿　
　

田
沼
主
殿
頭
殿　
　

板
倉
佐
渡
守
殿
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堀
田
相
模
守
殿　
　

松
平
宮
内
少
輔
殿　

秋
元
但
馬
守
殿

永
井
伊
賀
守
殿　
　

米
倉
丹
後
守
殿　
　

牧
野
豊
前
守
殿

水
野
壱
岐
守
殿　
　

牧
野
越
中
守
殿　
　

佐
竹
壱
岐
守
殿

酒
井
雅
楽
頭
殿　
　

阿
部
飛
騨
守
殿　
　

本
田
伯
耆
守
殿

土
井
大
炊
守
殿　
　

土
井
伊
賀
守
殿　
　

土
井
能
登
守
殿
』

�

（
二
十
二
葉
オ
）

　
　

右
何
れ
茂
下
や
し
き
也

酒
井
遠
江
守
殿　
　

浅
野
隼
人
殿　
　
　

菅
沼
織
部
正
殿

牧
野
大
内
蔵
殿　
　

水
野
豊
後
守
殿　
　

水
野
勝
五
郎
殿

新
庄
越
中
守
殿　
　

中
野
竹
右
衛
門
殿　

安
藤
丹
後
守
殿

能
勢
治
左
衛
門
殿　

金
田
遠
江
守
殿　
　

水
野
助
九
郎
殿

戸
田
大
学
殿　
　
　

大
久
保
虎
之
助
殿　

戸
田
近
江
守
殿

千
本
佐
兵
衛
殿　
　

水
野
左
太
夫
殿　
　

亀
田
与
兵
衛
殿

黒
川
佐
助
殿　
　
　

浅
倉
仁
右
衛
門
殿　

牧
野
越
中
守
殿
』

�

（
二
十
二
葉
ウ
）

小
笠
原
越
中
守
殿　
　

美
濃
部
七
郎
右
衛
門
殿　

福
田
久
左
衛
門
殿

依
田
七
郎
右
衛
門
殿　

田
村
筑
後
守
殿　
　
　
　

逸
見
八
右
衛
門
殿

逸
見
彦
三
郎
殿　
　
　

兼
地
中
勢
殿　
　
　
　
　

永
井
宗
奥
殿

細
井
百
助
殿　
　
　
　

本
郷
半
左
衛
門
殿　
　
　

冨
沢
小
兵
衛
殿

小
幡
山
城
守
殿　
　
　

小
田
切
新
五
郎
殿　
　
　

本
田
大
和
守
殿

安
藤
對
島
守
殿　
　
　

伊
奈
半
左
衛
門
殿　
　
　

市
橋
下
総
守
殿

細
川
玄
番
守
殿　
　
　

川
口
内
記
殿　
　
　
　
　

松
野
六
郎
兵
衛
殿

飯
塚
五
郎
兵
衛
殿　
　

飯
塚
孫
三
郎
殿　
　
　
　

池
永
沖
之
丞
殿
』

�

（
二
十
三
葉
オ
）

横
瀬
駿
河
守
殿　
　
　

牧
野
豊
前
守
殿　
　
　
　

松
平
伊
豆
守
殿　

徳　

刑
部
卿
殿　
　
　

戸
田
采
女
正
殿　
　
　
　

朽
木
土
佐
守
殿

　
　

右
上
屋
敷
焼
失

井
上
河
内
守
下
や
し
き
半
や
け
也
。
松
平
遠
江
守
殿
下
や
し
き
・
酒

井
雅う
た
の
か
み

楽
頭
殿
下
や
し
き
・
秋あ
き
も
と元

隼は
い
と人

殿
下
や
し
き
右
之
外
、
つ
ぶ
さ

に
し
る
す
に
い
と
ま
な
し
。
爰こ
ゝ

に
其
大た
い
り
や
く

略
を
し
る
し
ぬ
。
此
火
事
按あ
ん

ず
る
に
江
戸
の
地
い
け（
マ
マ
）十

分
の
二
な
ら
ん
。
凡
巾
四
丁
ニ

長
サ
四
里り

半

と
い
へ
り
。』（
二
十
三
葉
ウ
）
猶
委く
わ
しく

奥お
く

に
知し

る
す
。

　

同
九
年
、
江
戸
御
城
御
本
丸
・
二
の
丸
・
西
の
丸
に
て
毎
夜
と
ぼ

し
火
に
用
る
所
の
油
、
一
夜
ニ

八
石
宛づ
ゝ

入
由
。
凡
壱
ヶ
月
ニ

貮
百
四
拾

石
也
。
誠
に　

将し
や
う
ぐ
ん
け

軍
家
天
下
を
掌
し
や
う
あ
く（
マ
マ
）

振
し
給
ふ
、
宇う
ち
う宙
最さ
い

一
の
御
城

に
て
お
は
し
ま
せ
ば
、
左
も
有
べ
き
事
也
。
諸
方
司し
け
ん
や
く

倹
約
を
専
に
と

て
勤き
ん
こ
う侯

あ
る
も
む
べ
成
と
い
ふ
べ
し
。
右
大
火
事
之
節
、
問と
い
や
せ
う
し
つ

屋
焼
失

之
品
々
、』（
二
十
四
葉
オ
）
江
戸
御
奉
行
へ
御
改
申
上
候
員い
ん
じ
ゆ数

。

一　

米
合
八
万
八
百
六
拾
七
俵

　
　
　

内　

四
千
三
百
六
拾
七
俵　
　
　

武
家
方
米

　
　
　

但　

屋
敷
方
米
除
之

一　

米
合
壱
万
九
千
百
七
拾
貮
俵　
　
　

旅
人
米

一　

同
合
五
万
六
千
五
百
貮
拾
七
俵　
　

所
持
米

一　

酒
合
八
万
四
千
五
百
樽
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一　

醤
油
合
壱
万
四
千
七
百
九
拾
樽
』（
二
十
四
葉
ウ
）

一　

酢
合
千
百
樽　
　
　
　
　
　
　
　

一　

�

水
油
合
八
千
九
百
五
拾

九
樽

一　

魚
油
合
貮
拾
七
樽　
　
　
　
　
　

一　

�

操
綿
合
四
千
七
百
七
十

本

一　

木
綿
合
四
万
三
千
九
百
八
十
反　

一　

茶
合
壱
万
六
千
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
量
目
次
第
不
同
有
之

一　

干
鰯
合
四
万
三
千
四
百
拾
六
俵

一　

鰹
節
合
千
四
百
九
拾
箱　
　
　
　

一　

同
四
百
貳
拾
壱
樽

一　

鰹
節
百
拾
樽　
　
　
　
　
　
　
　

一　
�

か
ま
す
干
物
千
四
百
五

拾
俵

一　

佐
渡
貝
四
拾
六
俵　
　
　
　
　
　

一　

同
五
百
五
拾
樽

一　

同
三
拾
箱　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

く
ら
け
合
三
筒
』

�
（
二
十
五
葉
オ
）

一　

串
海
鼠
合
三
櫃　
　
　
　
　
　
　

一　

同
三
拾
箱

一　

か
ら
す
み　

十
四
箱　
　
　
　
　

一　

な
ま
こ
合
貮
筒

一　

こ
ん
ふ　

三
拾
壱
俵　
　
　
　
　

一　

塩
鯛
貮
拾
俵

一　

酒
七
百
貮
拾
樽　
　
　
　
　
　
　

一　

�

焼
塩
貮
百
俵
〈
但
壱
俵

／
五
十
壺
入
〉

一　

杉
は
し
貮
百
筒　
　
　
　
　
　
　

一　

干
大
根
五
百
俵
〈
但
壱

　
　
　

但
し
壱
筒
貮
百
把
入　
　
　
　
　
　

�

俵
／
百
四
十
本
／
貮
百

本
入
〉

一　

梅
干
貮
拾
樽
〈
但
壱
樽
／
四
斗
入
〉
一　

�

伊
勢
干
瓢
十
筒
〈
但

壱
筒
／
十
〆
目
入
〉

一　

樅
四
寸
ニ

七
分
板
三
千
六
百
七
拾
四
挺
』（
二
十
五
葉
ウ
）

一　

同
板
八
百
拾
四
挺　
　
　

一　

同
板
三
千
四
百
八
拾
四
挺

一　

炭　

四
百
五
拾
俵

　
　
　
　

以
上

古
新
奇
談
貮
編
第
八
終
』（
二
十
六
葉
オ
）

古
新
奇
談
貮
編
第
拾
壱

　
　
　

目
録

一　

諸
方
好こ
う
し
き
や
う
か
ほ
つ
く

士
狂
歌
発
句
之
事

一　

本ほ
ん
ま間

孫
四
郎
弓ゆ
ん
ぜ
い勢

末ま
つ
せ世

ニ

明め
い
は
く白

之
事

一　

名め
い
か歌

之
徳と
く
ニ
而

火く
わ
さ
い災

の
が
れ
之
事

一　

北ほ
つ
こ
く国

御
救す
く
ひ
ま
い米

御
心し
ん
あ
い愛

之
事

一　

蝦ゑ

ぞ夷
ヶ
嶋し
ま
さ
い
け
ん

再
見
之
事
』（
一
葉
オ
）

一　

蝦ゑ
ぞ
か
し
ま
ぶ
つ
し
ん
う
む
き
ざ
い

夷
ヶ
嶋
仏
神
有
無
器
材
之
事
』（
一
葉
ウ
）

古
新
奇
談
第
拾
壱

諸
方
好
士
狂
歌
発
句
之
事

　

宝
暦
八
年
夏
の
初
、
開か
い
こ
う
ど
う
こ
う
ま
つ

好
堂
口
松
と
い
へ
る
隠い
ん
し士

の
も
と
に
遊あ
そ

び

し
に
、
其
家
に
古
き
書か
き
す
て捨

あ
り
し
。
狂き
や
う
か歌

の
い
と
面お
も
し
ろ白

き
あ
り
。
左

ニ

記き

し
は
な
し
の
種た
ね

と
す
。
或
人
の
隠い
ん
き
よ居
の
狂き
や
う
か歌
に
、
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隠
居
せ
ば
上
田で
ん

三
だ
ん
み
そ
せ
う
ゆ
』（
二
葉
オ
）
薪た
き
ゞた

く
さ

ん
お
と
こ
壱
人

あ
る
人
は
い
か
ゐ
の
達た
つ
し
や者
成
人
に
、「
う
た
ひ
の
三
つ
四
つ
斗
を

発ほ
つ
く句
に
つ
ゞ
れ
。」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
と
り
あ
へ
ず
、

身み

は
二
人
し
づ
か
に
と
ほ
る
夜よ
う
ち
そ
が

討
曽
我

『
三
輪わ

』・『
二
人
静し
づ
か』・『

と
ほ
る
』・『
夜よ
う
ち
そ
が

討
曽
我
』
四
番ば
ん

な
り
。
そ

の
家い
へ

に
探た
ん
せ
つ雪

の
筆ふ
で

に
墨す
み
へ絵

の
布ほ
て
い袋

あ
り
。
布
袋
は
川
を
渡
り
て
川
の

う
ち
に
あ
り
。
岸き
し

を
見
か
へ
り
み
れ
ば
、
岸
に
は
子
ど
も
布
袋
の
あ

と
を
追お

ふ
か
た
ち
を
』（
二
葉
ウ
）
写う
つ

せ
り
。
或あ
る

人
狂
歌
に
、

世
の
中
は
な
か
れ
わ
た
り
の
う
そ
の
か
わ
あ
さ
い
事
〳
〵
子
ど

も
こ
い
〳
〵

同
家
に
『
関せ
き
で
ら
こ
ま
ち

寺
小
町
』
の
絵ゑ

あ
り
。
小お
の野ゝ
小
町
老ろ
う
す
い衰
し
て
、
世
に
落お
ち

ぶ
れ
た
る
か
た
ち
な
り
。
賛さ
ん

の
一
句く

有
。

花
す
ゝ
き
は
て
は
在あ
り

け
り
炭す
み

だ
は
ら

花
す
ゝ
き
と
は
、
む
か
し
の
小
町
の
花
の
姿す
が
たを

い
へ
り
。
は
な
す
ゝ

き
と
は
、
秋あ
き

の
景け
い
ぶ
つ物

に
て
風ふ
う
が雅

の
人
和わ

』（
三
葉
オ
）
歌か

に
よ
み
つ

ら
ね
た
る
や
さ
し
き
も
の
な
れ
共
、
枯か
れ

た
る
の
ち
は
、
炭す
み

の
た
わ
ら

に
成
と
な
り
。
お
ち
ぶ
れ
た
る
を
か
く
よ
み
た
り
。
貧ま
づ

し
き
も
の
あ

り
て
、「
け
ふ
食し
よ
く
す
べ
き
米こ
め

さ
へ
な
か
り
け
れ
ば
、
是ぜ

ひ非
な
く

檀だ
ん
な
て
ら

那
寺
江

米
五
舛
を
か
し
給
は
れ
。」
と
申
遣
は
し
て
、
狂
歌
一
首

ほ
と
け
さ
ま
米こ
め

を
ご
ぜ
う
に
た
び
給
へ
一
し
や
う
が
い
の
お
も

ひ
で
に
せ
ん
』（
三
葉
ウ
）

五
舛
は
後ご
し
や
う生

、
一
生し
や
う
が
い

涯
を
壱
舛
買が
い

と
口
あ
ひ
に
よ
み
た
る
な
り
。
い

と
お
も
し
ろ
し
。
浅あ
さ
く
さ草

に
前ぜ
ん
く
な
ど

句
抔
点て
ん
じ
や者

あ
り
。「
寄
せ
句く

の
う
ち
に

廻く
わ
い
ぶ
ん
文
い
ふ
て
見
や
。」
と
い
ふ
題だ
い

に
、

き
じ
の
か
た
も
ゝ
た
か
の
じ
き

又
国く
に

づ
け
の
句く

に
、

越え
ち
ご
や

後
屋
が
甲か

い斐
隠お

き岐
駿す
る
が河

丹た
ん
ご後

志じ

ま摩

右
六
ヶ
国
あ
り
。』（
四
葉
オ
）

　

近
き
世
上
に
百
人
一
首し
ゆ

の
下
の
句
を
と
り
て
、
色い
ろ

町
・
女ぢ
や
ら
う郎

・

中な
か
い居

・
客き
や
くな

ど
を
見
立
た
る
書か
き
す
て
あ
り

捨
有
し
。
面お
も
し
ろ白

く
覚お
ほ

へ
記し
る

し
て
談
だ
ん
し
や
う笑

を
た
す
く
。

　

女
郎
の
夜よ

ぎ着
の
う
ち

け
ふ
九こ
ゝ
の
へ重
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な

　

欠か
け
お
ち落
せ
し
女
郎

あ
わ
て
此
世
を
す
こ
し
て
よ
と
や

　

夜よ
み
ち道

お
そ
る
ゝ
客き
や
く』（

四
葉
ウ
）

有あ
り
あ
け明

の
月
を
待ま
ち

い
つ
る
か
な

　

ゆ
び
を
切
し
女
郎

な
か
れ
も
あ
へ
ぬ
も
み
ぢ
な
り
け
り

　

夜よ
み
ち道
に
ま
よ
ひ
ぬ
る
客き
や
く

雲く
も

の
い
つ
こ
に
月
や
ど
る
ら
ん

　

行
合
に
ほ
れ
る
女
郎

人
し
れ
ず
こ
そ
思
ひ
染そ
め

し
か
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為た
め

に
な
り
て
も
い
や
な
き
や
く
』（
五
葉
オ
）

人
こ
そ
見
へ
ね
秋あ
き

は
来き

に
け
り

　

す
べ
て
な
が
れ
の
身み

は

し
る
も
し
ら
ぬ
も
逢あ
ふ
さ
か坂

の
関せ
き

　

た
ま
〳
〵
あ
ふ
間ま

ぶ夫

ゆ
め
の
か
よ
ひ
ぢ
人
め
よ
ぐ
ら
ん

　

中な
か
い居
の
身み

は

お
き
ま
ど
は
せ
る
し
ら
菊ぎ
く

の
は
な

　

心し
ん
ぢ
う中

し
た
女
郎
』（
五
葉
ウ
）

名
こ
そ
な
が
れ
て
猶
き
こ
へ
け
り

　

身み

の
上
を
は
な
す
女
郎

か
こ
ち
顔か
ほ

な
る
我わ
が
な
み
だ涙か

な

　

い
つ
も
う
れ
ぬ
女
郎

な
が
〳
〵
し
夜よ

を
ひ
と
り
か
も
ね
ん

　

は
や
ら
ぬ
女
郎
の
身み

の
う
く

人
を
も
身
を
も
う
ら
み
ざ
ら
ま
し

　

初し
よ
く
わ
い会の
客き
や
く』（
六
葉
オ
）

行ゆ
く
へ衛

も
知し

ら
ぬ
恋こ
ひ

の
道み
ち

か
な

　

ふ
ら
れ
た
客き
や
く

か
た
む
く
迄ま
で

の
月
を
み
し
か
な

同
八
の
と
し
、
江
戸
に
て
狂
歌
よ
め
る
人
の
口
ず
さ
み
し
は
、

公く

げ家
武ぶ
げ
い芸
武ぶ

し士
は
商あ
き
ん
と人
医い

し師
役や
く
し
や者
町
は
仏ふ
つ
ほ
う法
坊ほ
う
ず主
い
ろ
事

此
狂
歌
は
、
今
の
世よ

の
人
銘め
い
〳
〵々

我
す
べ
き
道み
ち

に
う
と
く
、
本
を
と
り

失う
し
なひ

し
を
読よ
め

る
に
や
。
公こ
う
け家

は
武ぶ

け家
』（
六
葉
ウ
）
を
学ま
な

び
、
武ぶ

し士

は
利
を
求
て
あ
き
ん
人
の
如
く
、
い
し
や
は
や
く
者
の
如
く
心
得

衣い
し
や
う装

を
飾か
ざ

り
、
町
人
は
仏ぶ
つ
ほ
う法

に
ふ
け
り
、
坊ほ
う
ず主

は
色い
ろ
ご
と事

に
大
事
を
忘わ
す

る
ゝ
世せ
か
い界

成
と
ぞ
。

本
間
孫
四
郎
弓
勢
末
世
に
明
白
之
事

　

同
二
年
の
比
、
河か
は
ち内
国
石い
し
か
は川
郡
森
屋
と
い
ふ
所
に
遊ゆ
う
ぎ
や
う行せ
し
に
、

此
地ち

は
む
か
し
元げ
ん
こ
う弘

・
建け
ん
む武

の
比
、
楠
く
す
の
き
は
ん
く
わ
ん

判
官
』（
七
葉
オ
）
正ま
さ
し
げ成

が

籠こ
も

り
し
赤あ
か
さ
か坂

の
城
に
近ち
か

し
森
や
村
の
庄
屋
一
作
が
方
に
至い
た

り
ぬ
る
に
、

一
つ
の
大
な
る
矢や

の
根ね

を
出
し
て
見
せ
け
る
、
其
矢
の
根
大
な
る
事
、

今
の
鑓や
り

を
見
る
如
し
。
し
げ
る
せ
ん
だ
ん
の
木
一
株か
ぶ

あ
り
。
何
の
故

も
な
き
に
、「
枯か
れ

ぬ
薪た
き
ゞに

せ
ば
や
。」
と
村
の
人
〳
〵
よ
り
て
、
其
木

を
切
て
た
き
し
に
、
樹き

の
な
か
ば
と
お
も
ふ
所
に
此
矢
の
根
よ
こ
に

つ
ら
ぬ
け
り
。
能よ
く

〳
〵
お
も
ひ
見
る
に
、
昔
む
か
し

楠
正ま
さ
し
げ成
赤あ
か
さ
か坂
の
城
に
こ

も
り
し
時
、
鎌か
ま
く
ら倉
よ
り
』（
七
葉
ウ
）
諸
国
の
軍ぐ
ん
ぜ
い勢
を
以
此
城
を
攻せ
む

。

其
時
今
の
森
や
村
は
戦せ
ん
じ
や
う場な
り
し
に
、
此
木
ま
す
〳
〵
成せ
う
ち
や
う
長
し
、
み

き
ふ
と
り
ぬ
る
故
、
遂つ
い

に
樹じ
ゆ
ち
う中

に
か
く
れ
た
る
物
な
ら
ん
。「
扨
〳

〵
と
し
ふ
り
た
る
物
か
な
。」
と
て
、
矢や

の
根ね

を
引
ぬ
き
見
れ
ば
中

心
に
文も
ん
じ字

あ
り
。
よ
く
見
れ
ば
、
本ほ
ん
ま
ま
ご

間
孫
四
郎
と
あ
り
。
然
ら
ば
、

孫
四
郎
も
其
時
は
鎌か
ま
く
ら倉

方
よ
く
赤あ
か
さ
か坂

の
城し
ろ

の
寄よ
せ
て手

へ
加く
わ

は
り
た
る
と

見
へ
て
、
矢や

の
根ね

の
至し
ご
く極
大
き
な
る
を
見
て
、
孫
四
郎
が
弓ゆ
ん
ぜ
い勢
』
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（
八
葉
オ
）
甚
つ
よ
か
り
し
を
知し

れ
り
。『
太
平
記
』
に
孫
四
郎
が

弓ゆ
ん
ぜ
い勢

を
事こ
と

〴
〵
敷
書か
き
の
こ残

せ
し
も
偽い
つ

は
り
な
ら
ざ
り
し
事
を
し
れ
。

名
歌
之
徳
に
て
火
災
逃の

が

れ
し
事

　

同
九
年
、
江
戸
へ
下
り
て
所
々
一
見け
ん

し
て
大
坂
へ
帰
り
ぬ
。
東
海

道
戸と
つ
か塚

と
云
駅ゑ
き
で
ん田

本
陣
に
と
ま
り
ぬ
。
此
駅ゑ
き

は
本
陣
斗
年
古ふ
る

き
家い
へ
い居

に
し
て
、
外
の
家い
へ

〳
〵
は
』（
八
葉
ウ
）
み
な
〳
〵
近
年
新あ
ら
たに

建た
て

し

家い
へ
い居

也
。
本ほ
ん
じ
ん陣

の
亭て
い
し
ゆ主

に
対た
い
め
ん面

し
、
む
か
し
の
物も
の
が
た
り語し

て
居い

け
る
に
、

て
い
し
ゆ
の
い
へ
ら
く
、「
享
き
や
う
ほ
う保

年
中
勅ち
よ
く
し使

の
御
下げ
か
う向

に
て
則
我
等

が
宅た
く

に
旅り
よ
し
ゆ
く宿し

給
は
り
、
其
夜
こ
の
こ（
マ
マ
）の

駅ゑ
き

の
は
し
よ
り
出
火
し
て
、

其
火
す
で
に
此
家
へ
近
づ
き
し
時
、
勅ち
よ
く
し使

江

申
上
て
、『
火く
わ
さ
い災
有
之
。

す
で
に
我わ
が
い
へ家
へ
の
危あ
や
うく
候
へ
ば
、
他た

け家
へ
御
移う
つ

り
被
遊
候
』
様
す
ゝ

め
参
ら
せ
け
る
に
、
勅
使
少
し
も
さ
わ
ぎ
給
は
ず
、
硯す
ゞ
り
ば
こ箱・
料り
や
う
し紙
』

（
九
葉
オ
）
を
出
し
て
、
一
首し
ゆ

の
古こ

か歌
御
書
あ
り
。『
是
を
此
家
の

屋や

ね根
へ
た
て
置お
く

へ
し
。
其
火ひ

消き
へ

て
、
汝
が
こ
の
家
は
別
条
あ
る
ま
じ
。

働と
う
ざ座

に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
』
と
の
上
意
有
。
亭て
い
し
ゆ主

ふ
し
ぎ
な
が
ら
、
仰

の
ご
と
く
に
か
の
歌う
た

を
か
け
る
短た
ん
ざ
く冊

を
を
（
マ
マ
）竹

に
は
さ
み
、
屋や

ね根
の
う

へ
に
建た
て

た
り
。
不ふ

し

ぎ
思
義
や
、
隣り
ん
か家
ま
て
も
へ
来
り
し
火
そ
の
ま
ゝ
消き
へ

て
、
其
家い
へ

別
条
な
し
。
そ
の
年
も
過す
ぎ

て
二
三
年
も
経へ

ぬ
ら
ん
比
、
ま

た
〳
〵
此
駅ゑ
き

の
端は
た

の
家い
へ

よ
り
出
火
し
て
、』（
九
葉
ウ
）
ま
た
我
家
へ

火
の
及お
よ

ば
ん
と
仕
け
る
故
、
已い
ぜ
ん前
の
ご
と
く
彼か
の
た
ん
ざ
く

短
冊
を
と
り
出
し
、

其
時
の
ご
と
く
屋
根
の
上
へ
た
て
し
に
、
ま
た
此
度
も
前ま
へ

の
如
く
、

ま
た
火ひ

き消
へ
、
此
家
別
条
な
き
ゆ
へ
、
我わ
が
や家

の
左さ
ゆ
ふ右

は
み
な

新あ
た
ら
し
く
い
へ
い

敷
家
居
。」
の
由よ
し

か
た
り
ぬ
。
予よ

も
あ
ま
り
不ふ
し
ん審

に
存
、
亭て
い
し
ゆ主

に

乞こ
ふ

て
、
そ
の
短た
ん
ざ
く冊
を
拝は
い
け
ん見
し
て
、
其
儘ま
ゝ

に
爰こ
ゝ

に
写う
つ

し
ぬ
。
文も
ん
じ字
等
左

の
ご
と
し
。

か
め
の
を
の
山
の
い
わ
ね
を
と
め
て
お
つ
る
』（
十
葉
オ
）
滝た
き

の
し
ら
玉た
ま

千
代
の
数か
す

と
も

と
短た
ん
ざ
く冊

に
知
（
マ
マ
）る

さ
れ
た
り
。
あ
ん
ず
る
に
、
此
歌う
た

は
『
古こ
き
ん
わ
か
し
ゆ
う

今
和
歌
集
』

に
出
た
る
古こ

か歌
也
。
不ふ

し

ぎ
思
儀
の
事
成
ば
、
爰
に
し
る
し
て
後
人
に
知し

ら
し
む
。

　

同
九
年
の
初
冬
、
江
戸
よ
り
摂せ
つ
し
う州

・
河か
し
う州

・
泉せ
ん
し
う州

支し
は
い配

の
御

代た
い
く
わ
ん
官
へ
阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
の
木も
め
ん綿
種た
ね

を
少
々
宛づ
ゝ

下
さ
れ
、
摂せ
つ
せ
ん泉
の
地
面
木
綿
を

作
る
百
性
共
へ
割わ
り

付
遣
は
し
置お
き

、「
来
年
八
月
に
一
粒り
う

た
ね
蒔ま
き

こ
ゝ

ろ
み
候
様
に
。」
と
の
事
也
。』（
十
葉
ウ
）
其
綿わ
た

種た
ね

黒く
ろ

と
び
色い
ろ

に
し

て
あ
さ
が
ほ
の
た
ね
の
如
し
。
此
綿わ
た

の
こ
へ
牛う
し

の
屎く
そ

を
用
る
由
、
生お
い

茂し
げ

る
時
は
、
高
サ

壱
丈
余よ

に
て
わ
た
の
ふ
く
事
大
き
成
手て

に
一
つ
か

み
程
づ
ゝ
ふ
く
。
常
に
は
し
こ
を
さ
し
の
ぼ
り
て
綿わ
た

を
取
よ
し
、
来

年
八
（
は
カ
）

月
ご
と
に
た
ね
ま
き
て
こ
ゝ
ろ
む
へ
き
由
仰
渡
さ
れ
、

阿お
ら
ん
だ

蘭
陀
木も
め
ん綿
の
事
『
農の
う
ぎ
や
う
せ
ん
し
よ

業
全
書
』
に
見
へ
た
り
。

北ほ
つ
こ
く国
民
御
救す
く
ひ
ま
い米
御
仁じ
ん
あ
い愛
之
事
』（
十
一
葉
オ
）

　

同
七
年
丁
丑
の
秋
、
北
陸
道
五ご
こ
く
み
の
ら
ず

穀
不
実
、
多
く
は
飢う
へ

に
及
べ
り
。

　

公
儀
并

地ぢ
と
う頭
よ
り
飢う
へ

人
を
救す
く

は
ん
と
米べ
い
こ
く穀
を
わ
か
ち
た
ま
ひ
て
、
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飢き
ゝ
ん饉

を
凌
が
せ
其
不
足そ
く

を
補お
ぎ
なへ

り
。
越え
ち
ご後

国
水み
は
ら原

の
御
代
官
山
中
源

四
郎
殿
よ
り
も
、「
支し
は
い配

の
村
〳
〵
飢う
へ

人
多
か
り
し
か
ば
、
御
救す
く

ひ

米
下
し
置
れ
し
か
る
べ
し
。」
と
、
江
戸
御
勘か
ん
で
う定

所
へ
願
ひ
遣
さ
れ

け
れ
ば
、
早さ
つ
そ
く速

御
救す
く

ひ
米
下
さ
れ
、
飢う
へ

た
る
者
共
へ
そ
れ
〳
〵
に

割わ
り
わ
た渡

す
べ
き
む
ね
仰
下
』（
十
一
葉
ウ
）
さ
れ
、
依
之
御
代
官
源
四

郎
元
〆
手
代
共
へ
評へ
う
ぎ義
有
て
、
先
御
救す
く
い

米
半
を
飢う
へ

た
る
者
共
へ

急き
う

々
割
渡
し
て
す
く
わ
れ
け
る
折
ふ
し
、
麦む
ぎ

の
熟じ
ゆ
くす
る
時
分
に
も
成

け
れ
ば
、
次
第
〳
〵
に
食
物
に
と
り
付
う
へ
ざ
る
様
に
成
行
ば
、　

御
公
儀
よ
り
御
救す
く
ひ

米
之
半
分
は
、
源
四
郎
ど
の
預
り
置
れ
、
扨
ま

た
支し

配は
い

所し
よ

越
後
水み
は
ら
へ
ん

原
辺
百
性
等
も
年
々
御
見
取
の
年ね
ん
ぐ貢

は
、
秋
冬
よ

り
翌
年
之
春は
る

へ
か
け
て
大た
い
が
い概

勘
定
に
』（
十
二
葉
オ
）
積つ
も

り
、
米べ
い
こ
く穀

金
銀
共
に
御
代
官
ま
で
出
し
置
、
翌
年
春
に
成
て
悉
こ
と
〴
〵く

年ね
ん
ぐ貢

皆
済
之

上
、
江
戸
御
勘
定
所
よ
り
御
代
官
江

年
貢
皆
済
の
証
文
わ
た
り
過
上

不
足
を
正
し
不
足
は
取
立
、
過く
わ

上
は
村
々
へ
割
戻
し
、
毎
年
〳
〵
年

貢
勘
定
方
無
出
入
相
済
来
れ
り
。
然
る
に
源
四
郎
と
の
子
息
庄
三
郎

身み
も
ち持
放ほ
う
ら
つ埓
に
し
て
、
酒し
ゆ
し
よ
く色に
ふ
け
り
奢お
ご
りを
き
わ
め
、
去
に
依
て
源
四

郎
殿
内
証
殊こ
と

の
外
』（
十
二
葉
ウ
）
不
如
意
に
て
甚
困こ
ん
き
う窮
也
。
か
の

村
方
へ
わ
り
戻も
ど

し
の
金
銀
、
丁
丑
の
年
年
貢
納
よ
り
、
巳
卯
の
年
迄

二
ヶ
年
は
、
村
方
わ
り
戻も
ど

し
の
さ
た
も
な
く
打う
ち
す
て捨

置
れ
、
其
上
丑
の

年
に
公
儀
よ
り
飢う
へ

人
ど
も
へ
下
し
給
は
り
し
米べ
い
こ
く穀

も
半
分
は
其
節
渡

し
、
半
分
は
源
四
郎
殿
預あ
づ
かり

分
と
な
り
て
、
未
是ぜ
ひ（
マ
マ
）

悲
の
わ
か
ち
な
し
。

是
等ら

の
事
江
戸
元
〆
手
代
并

在
所
元
〆
手
代
等ら

殊こ
と

の
外
歎な
げ

き
て
、
毎

年
源
四
郎
殿
へ
皆
々
公
儀
よ
り
』（
十
三
葉
オ
）
下
置
る
ゝ
役

や
く
り
や
う料

金

扶ふ

ち持
米
の
余よ
け
い慶

を
た
め
置を
き

、
そ
れ
に
て
右
百
性
へ
わ
り
戻も
ど

し
、
そ
の

上
に
て　

公
儀
よ
り
、「
飢う
へ

人
に
御
救す
く

ひ
の
半
分
内な
い
し
や
う
あ
づ
か

証
預
り
分ふ
ん
な
ど抔

皆

済
し
侍
ら
ん
。」
と
、
い
ろ
〳
〵
心
を
く
だ
き
居い

る
折
か
ら
、
い

か
ゞ
致
け
ん
、
水み
は
ら原

村
庄
屋
年
寄
共
五
人
江
戸
表
江

罷ま
か
り

越こ
し

目め
や
す安

を
認
し
た
ゝ

め
、
御
評
定
所
へ
度
々
訴う
つ
たへ
出
け
る
故
、
御
老
中
御
相さ
う
だ
ん談
之
上
、
願

書
之
通
り
御
聞き
ゝ

の
上
、
源
四
郎
父
子
并
元
〆
手
代
こ
と
〴
〵
』（
十

三
葉
ウ
）
く
御
吟ぎ
ん
み味
有
け
る
所
、
子し
そ
く息
庄
三
郎
相
応
の
奢お
ご

り
ゆ
へ
、

内
証
不ふ

如に
よ

意い
ニ

付
、
御
救す
く

ひ
米
の
半
分
并
わ
り
戻も
ど

し
の
金
銀
自じ
し
ん身

内な
い
し
や
う
か
た

証
方
へ
い
つ
と
な
く
遣
ひ
込こ
み

引
負お

ひ
た
る
に
極き
わ
まり

け
れ
ば
、
此
旨

を
上じ
や
う
ぶ
ん聞に

達た
つ

し
、
宝
暦
九
年
巳
卯
九
月
二
日
の
夜よ

、
一い
つ
し
き
あ
き
の
か
み
と
の

色
安
藝
守
殿

宅た
く

に
お
ゐ
て
左
之
通
被
仰
付
。

　

越
後
国
水
原
御
代
官

改か
い
ゑ
き易

軽
追つ
い
ほ
う放　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
源
四
郎
』

�

（
十
四
葉
オ
）

流る
さ
い罪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
嫡
子
庄
三
郎

同
人
江
戸
詰
元
〆
手
代　
　
　
　
　

山
田
幸
右
衛
門

陣
屋
詰
元
〆
手
代　
　
　
　
　
　
　

田
代
甚
右
衛
門

　

同　

同
先
年
元
〆
手
代　
　
　
　

　

当
時
黒
田
大
和
守
家
来　
　
　
　

稲
瀬
勝
左
衛
門

　

江
戸
払　
　
　

江
戸
詰
手
代　
　
　
　

青
木
分
右
衛
門

　
　
　
　
　

源
四
郎
召
仕
用
人　
　
　

大
野
吉
太
夫
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庄
三
郎
召
仕
下
女　
　
　
　
　
　

そ
で
』

�

（
十
四
葉
ウ
）

中
追
放　
　
　
　

そ
で
親　
　
　
　

吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陣
屋
詰
元
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舩
田
十
兵
衛

急
度
御
呵
の
上
御
代
官　
　
　
　

木
村
佐
兵
衛

手
代
奉
公
御
構　
　
　
　
　
　
　

大
江
才
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
惣
太

右
同
断
江
戸
詰づ
め

手
代
千
原
惣
次
郎
・
中
嶋
喜
市
・
大
原
常
右
衛
門
・

村
上
軍
藏
御
吟ぎ
ん
み味

之
上
、
不ふ
ら
ち埒

之
儀
無
之
ニ

付
、
勝
手
次
第
奉
公
可

相
勤
旨
仰
渡
さ
れ
、
又
』（
十
五
葉
オ
）
雇
や
と
い

手
代
高た
か
は
し橋
太
一
・
小
松

軍
蔵
御
構か
ま
い

無
之
者
山
田
幸
右
衛
門
妻さ
い

・
同
人
甥お
ゐ

江
戸
払
者　
　

江
戸
町
人　
　

関
口
喜
右
衛
門

　

此
者
は
、
源
四
郎
金
か
け
や
な
り
。
有
徳
の
町
人
也
。

　

江
戸
十
里
四
方
御
構　
　
　
　
　

傳
七　

源
兵
衛

　

急
度
御
呵
之
上
役
義
召
放
さ
る

　

越
後
国
水
原
村
願
人　
　
　
　
　
　
　

�

五
人
』（
十
五
葉
ウ
）

「
右
一
件け
ん

吟
味
之
事
ニ

付
御
代
官
吉
原
久
左
衛
門
殿
・
横よ
こ
お尾
六
右
衛

門
殿
両
人
ニ
茂

間ま
ち
が
い違
之
筋す
じ

有
之
ゆ
へ
、
御
裁さ
い
き
よ許
之
節
差さ
し
ひ
か
へ扣
可
申
哉
。」

と
被
伺
け
れ
ば
、
窺
う
か
ゞ
ひの
通
急
度
差
候
様
仰
付
さ
せ
ら
る
。

※
【
右
一
件け
ん

は
、
先
之
第
八
の
巻
ニ
而
一
覧
仕
候
間
■
（
ミ
セ
ケ
チ
）敷
ノ
断

申
候
。
二
度
よ
み
い
や
〳
〵
。】
と
の
書
き
込
み
あ
り
。

蝦ゑ

ぞ夷
ヶが

嶋し
ま
さ
い
け
ん

細
見
之
事

　

同
八
年
の
冬
、
泉
州
商あ
き
なひ

船ふ
ね

蝦ゑ

ぞ夷
に
漂へ
う
は
く泊

し
、
翌よ
く

年
季
夏
本
国
に

無つ
ゞ
が
な
く恙
帰き
は
ん帆
せ
り
。
予
船
中
に
』（
十
六
葉
オ
）
て
何な
に
が
し某
と
い
ふ
翁お
き
なに

逢あ

ふ
て
蝦ゑ

ぞ夷
の
は
な
し
を
と
ふ
。
其
一
二
を
こ
ゝ
に
知
（
マ
マ
）る
し
談
の
柄

と
す
。

　

蝦ゑ

ぞ夷
松ま
つ
ま
へ前

志し
ま
の
か
み
ど
の
い

摩
守
殿
居
城
よ
り
四
百
里
程
路
の
ほ（
マ
マ
）ど

あ
り
と
い
ふ
。

其
地
山
多お
ゝ

く
し
て
、
平ひ
ら
ち地

少
し
人じ
ん
か家

海か
い
へ
ん辺

に
住ぢ
う
き
よ居

し
、
魚う
を

を
と
り
鳥

を
射い

て
、
是
を
業す
き
わひ

と
し
て
耕か
う
さ
く作

す
る
事
な
し
。
蝦ゑ

ぞ夷
と
松ま
つ
ま
へ前

の
堺
さ
か
い

し
か
と
し
た
る
境さ
か
い
め目

な
し
。
田た
ざ
は澤

・
乙お
と
ぐ
ん郡

・
ち
ご
・
あ
か
や
・

津つ
が
る軽

・
茂
鳥
地
・
留
川
・
へ
け
や
れ
な
ど
ゝ
い
ふ
所
ま
で
は
、』（
十

六
葉
ウ
）
日
本
松ま
つ
ま
へ前
人
と
入
交ま
じ
はり
に
住ち
う
き
よ居
す
。
し
か
し
、
ゑ
ぞ
の
者

は
松
前
の
人
と
ま
じ
り
居い

る
事
不
好
。
次
第
に
い
つ
と
な
く
ゑ
ぞ
は

蝦ゑ

ぞ夷
へ
引
入
て
、
近
年
は
人
少
し
日
本
松
前
の
人
を
ゑ
ぞ
の
者
は
し

や
も
と
い
ふ
。
田た
ざ
わ沢
・
乙を
と
ぐ
ん郡
の
蝦ゑ

ぞ夷
は
、
近
年
疱ほ
う
そ
う瘡
・
麻は
し
か疹
は
や
り

て
死し
ぼ
う亡

し
、
今
は
大
か
た
種し
ゆ
る
い類

断だ
ん
ぜ
つ絶

せ
り
。
む
か
し
よ
り
、

惣そ
う
ふ
き
や
う
し
よ
く

奉
行
職
な
し
。
所
〳
〵
に
庄
屋
の
如
き
者
首か
し
ら領

に
成
て
、
万ば
ん
じ事

を

裁さ
い
ば
ん判

す
。
礼れ
い
ほ
う法

な
く
、
勇ゆ
う
り
き力

強が
う
き気

な
る
者
自し
ぜ
ん然

』（
十
七
葉
オ
）
と

か
し
ら
と
成
、
万
一
支し
は
い配
の
ゑ
ぞ
制せ
い
ほ
う法
を
背そ
む

く
者
あ
れ
ば
、
さ
つ
そ

く
松ま
つ
ま
へ前
志し
ま
の摩
守か
み

殿
居
城
松
前
へ
注ち
う
し
ん進
し
、
其
下
知
を
う
く
る
な
り
。

毎
年
松
前
ど
の
よ
り
、
役
人
通つ
う
じ事
を
召め
し
つ
れ連
行
て
、
首か
し
ら領
を
よ
び
集あ
つ

め

て
制せ
い
ほ
う法
の
ヶか
じ
や
う条
を
申
聞き
か

せ
て
、「
公
儀
の
御
大た
い
ほ
う法
を
守ま
も

る
べ
し
。」
と

也
。
其
か
し
ら
と
い
ふ
者
は
、
大た
い
し
ん身
な
り
と
い
ふ
。
日
本
人
を
蝦
夷
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に
て
は
し
や
も
と
呼よ
ぶ

な
り
。
年ね
ん
ぐ貢

と
い
ふ
事
な
し
。
志
摩
守
殿
江

目

見
へ
の
時
、
其
地
の
産さ
ん

』（
十
七
葉
ウ
）
物ぶ
つ

を
さ
ゝ
ぐ
る
。
松
前
家

よ
り
も
下
さ
れ
物
有
。
宗し
う
し
に
ん
べ
つ

旨
人
別
改
な
し
。
故
に
、
惣
人
数
知
れ
ず
。

中
蝦ゑ

ぞ夷
よ
り
奥お
く

蝦
夷
に
至い
た

り
て
は
、
父
母
兄
弟
姉
妹
も
夫ふ
う
ふ婦

と
成
な

り
。
勿
論
一
族ぞ
く

の
内
に
て
縁ゑ
ん
ぐ
み組

を
な
し
て
、
他た

人
の
種た
ね

を
ま
じ
へ
ざ

る
を
よ
し
と
す
。
男
一
人
に
妻つ
ま

は
四
五
人
よ
り
七
八
人
ま
で
も
有
な

り
。
首か
し
ら領
并

小
か
し
ら
等
は
、
平
人
よ
り
は
数あ
ま
た多
有
な
り
。
大
か
た

は
三
人
五
人
也
。
な
ら
は
か
（
マ
マ
）し
と
て
お
か
し
き
も
の
な
り
。
尤
あ
き

な
ひ
な
ど
に
行ゆ
く

先さ
き
〴
〵々

』（
十
八
葉
オ
）
に
別へ
つ
や家

を
か
ま
へ
て
、
妻つ
ま

壱

人
つ
ゝ
さ
し
置
、
も
し
誰た
れ

に
て
も
定
り
た
る
主ぬ
し

有
女
を
犯お
か

す
時
は
、

其
男
の
頭づ
は
つ髪

壱
す
じ
も
残の
こ

さ
ず
ぬ
き
す
て
る
な
り
。
も
し
女
の
方
よ

り
れ
ん
ぼ
し
て
お
か
す
時
は
、
其
女
の
耳み
ゝ

に
か
け
た
る
か
ね
を
取
置
、

露ろ
け
ん顕

し
た
る
節
は
、
夫
を
出
し
て
、
女
よ
り
仕
か
け
た
る
事
を
い
ひ

て
、
か
の
耳み
ゝ

が
ね
を
見
て
し
や
う
拠こ

と
す
。
其
時
は
、
男
は
ゆ
る
し

て
女
斗
を
の
こ
ら
ず
ぬ
き
す
て
る
を
法ほ
う

と
す
。
女
子
は
も
ろ
こ
し
の

如
く
初は
つ
せ
い生
の
時
に
』（
十
八
葉
ウ
）
耳み
ゝ

に
穴あ
な

を
う
が
ち
、
か
ね
の
輪わ

を
入
置
事
也
。
惣そ
ふ

じ
て
女
は
一
夫
の
外
、
他
夫
に
ま
み
ゆ
る
事
を
禁き
ん

ず
。
小
科く
わ

を
お
か
す
時
は
、
其
者
を
は
だ
か
に
し
て
打
た
ゝ
き
す
。

軽け
い
ぢ
う重

に
よ
り
て
数か
づ

の
作さ
ほ
う法

あ
り
。
是
を
す
ゞ
打
と
呼よ
ぶ

也
。
た
ゝ
か
れ

て
こ
と
の
外
難
義
に
思
へ
ば
、
所
持
の
珍ち
ん
ぶ
つ物

を
出
し
て
其
罪つ
み

を
あ
が

な
ふ
也
。
道
具
は
古
き
を
調て
う
ほ
う法

す
。
日
本
の
膳ぜ
ん

・
碗わ
ん

・
折
敷
・
硯
す
ゞ
り
ば
こ箱

な
と
を
持じ
さ
ん参
す
る
時
は
、
蝦ゑ

ぞ夷
の
地ち

の
産さ
ん
ぶ
つ物
を
多
く
出
し
て
替か
へ

る
な

り
。』（
十
九
葉
オ
）
若も

し

こ
と
の
外
所し
よ
も
ふ望

に
思
す
は
、
産さ
ん
ぶ
つ物

を
数あ
ま
た多

出

し
て
損そ
ん
と
く徳

の
差さ
べ
つ別

な
く
か
へ
る
事
也
。
古ふ
る
つ
ば鍔

彫ほ
り
も
の物

し
た
る
器き
ざ
い材

等

秘ひ
そ
う蔵

し
て
、
代
々
持も
ち
つ
た伝

ふ
る
な
り
。
秘ひ
そ
う蔵

に
思
ふ
器
材
あ
れ
ば
、
他

人
に
殊こ
と

の
外
隠か
く
し
お
く

置
と
な
り
。
是
を
知し

れ
ば
、
わ
ざ
と
む
り
を
云
か
け

て
ね
だ
り
て
、
此
器
材
を
取
て
奪う
ば

ふ
故
、
ふ
か
く
隠か
く

す
と
な
り
。
金

銀
通
用
は
な
し
。
い
づ
れ
も
物
と
物
を
互た
が

い
に
替
あ
ふ
事
な
り
。

唐も
ろ
こ
し土
の
市い
ち

の
ご
と
し
。
食
物
は
米こ
め

は
稀ま
れ

也
。』（
十
九
葉
ウ
）
粟あ
わ

・

稗ひ
へ

・
大ま

め豆
・
小あ
ず
き豆
・
大さ

ゝ

げ
角
豆
・
瓜う
り

・
茄な
す
び子
・
ふ
き
・
い
た
ど
り
な
ど
、

所
〳
〵
に
植う
へ

て
作
る
平
生
の
食
物
は
、
魚う
を
と
り鳥

・
草さ
う
も
く木

の
葉は

な
り
。

衣い
ふ
く服

は
も
ろ
こ
し
と
日
本
と
有
合
に
ふ
つ
ゝ
か
に
着ち
や
くせ

り
。
病ひ
や
う
き気

の

時
は
、
草そ
う
も
く木

の
葉は

を
煎せ
ん

じ
て
吞の
み

、
医い

し師
な
し
。
酒
は
こ
の
み
て
吞の
む

者

多
し
。
下げ

こ戸
は
ま
れ
な
り
。
日
本
の
酒
を
こ
と
の
外
常
し
や
う（
マ
マ
）く
わ
ん

翫
す
。

蝦ゑ

ぞ夷
に
て
も
あ
ま
ざ
け
を
造つ
く

る
。
し
か
し
、
貧ひ
ん
じ
や者

の
み
是
を
吞の
み

、

首か
し
ら領

の
者
は
曽か
つ

て
吞の
ま

ず
と
』（
二
十
葉
オ
）
な
り
。
文も
ん
じ字

な
し
。
外

国
へ
通つ
う
ろ路
す
る
事
知し

れ
ず
。
南な
ん
き
ん
ほ
く
き
ん

京
北
京
な
ど
の
地
へ
は
、
絶た
へ

て
音お
と
づ
れ信

な
し
。蝦ゑ

ぞ
が
し
ま
ふ
つ
じ
ん
う
む
き
ざ
い

夷
ヶ
嶋
仏
神
有
無
器
材
の
事

　

此
蝦
夷
か
嶌し
ま

に
神し
ん
し
や社

な
し
。
し
か
し
、
神
を
か
ま
い
と
呼よ
ぶ

也
。
神

の
類
な
る
も
の
あ
つ
て
、
尊そ
ん
き
や
う敬す

る
に
や
。
山さ
ん
か
い海

に
む
か
ひ
て
礼れ
い
は
い拝

す
る
事
も
有
。
人
死し

す
れ
ば
、
屍か
は
ね

を
箱は
こ

に
入
て
、
刀
・
膳ぜ
ん

・
椀わ
ん

・

盃さ
か
づ
きな
ど
入
用
の
道
具
を
箱
の
脇わ
き

へ
』（
二
十
葉
ウ
）
入
て
土
中
に
葬
ほ
ふ
む
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る
な
り
。
墓は
か

の
し
る
し
に
や
、
五
六
尺
斗
の
丸ま
る
き木

を
立
て
、
其
人
の

帯た
い

せ
し
刀
を
か
け
置
、
位い

は
い
・
神
主
・
珠し
ゆ
ず数

な
し
。
鳥ち
や
う
き
よ魚の

肉に
く

を

備そ
な

へ
て
ま
つ
る
ゝ
也
。
疱ほ
う
そ
う瘡
・
は
し
か
な
ど
病や
む

と
き
は
、
必か
な
ら
ず
し死す
る

と
て
捨す
て

て
逃に
げ

か
へ
る
故
、
十
人
に
九
人
ま
で
は
死し

す
る
な
り
。
ゑ
ぞ

人
は
熊く
ま

を
よ
く
つ
か
ふ
事
法
あ
り
て
、
甚
だ
能よ
く
な
づ馴
く
も
の
な
り
。
は

じ
め
に
雌め
う
し牛

の
乳ち

を
と
り
て
の
ま
せ
、
成せ
い
ち
や
う長

す
る
に
し
た
が
ひ
て

魚き
よ
に
く肉

を
あ
た
へ
て
食し
よ
くせ

し
む
。』（
二
十
一
葉
オ
）
飼か

ふ
に
長
ち
や
う
た
ん短

有
て
、

「
も
は
や
よ
く
成せ
い
ち
や
う長せ

し
。」
と
思
ふ
比
に
、
大
木
貮
本
に
て
熊く
ま

を

は
さ
み
、
男
女
五
六
十
人
寄よ
り

て
押お
し
こ
ろ殺

し
、
胆き
も

を
取
、
皮か
わ

を
は
ぎ
て
物

と
か
へ
、
肉に
く

は
食し
よ
くす

る
な
り
。
熊く
ま

を
殺こ
ろ

す
事
は
、
い
つ
れ
十
月
也
。

こ
ろ
し
て
後
、
み
な
〳
〵
寄よ
り
あ
い合
て
大
き
に
歎な
げ

き
、
弔と
む
らひ
て
、
餅も
ち

を
つ

き
て
、
食し
よ
くす
る
な
り
。
男
は
魚き
よ
て
う鳥
を
と
り
て
朝あ
さ
ゆ
ふ夕
の
業わ
ざ

と
す
。
常
の

食
物
は
、
魚
鳥
斗
な
り
。
女
は
薪た
き
ゞ・
昆こ
ん
ぶ布
を
と
る
。
衣い
ふ
く服
を
ぬ
ひ
、

綿け
ん
ふ布
・
も
』（
二
十
一
葉
ウ
）
め
ん
を
織を
る

を
職し
よ
くと
す
。
日
本
の
米こ
め

を

得
る
時
は
、
食し
よ
くに

た
き
て
魚き
よ
て
う鳥

を
本ほ
ん
わ
ん椀

に
と
り
、
米
飯め
し

を
汁し
る
わ
ん椀

に
も

り
て
、
日
本
の
菜さ
い

の
如
く
に
し
て
、
食し
よ
くす

る
也
。
毎
日
昼
は
午
の
刻こ
く

過
に
一
度
食
し
、
夜
は
黄た
そ
か
れ昏

よ
り
夜
半
迄
に
五
度
ほ
ど
食
す
る
也
。

昼
は
業す
ぎ
はひ
の
か
せ
ぎ
に
さ
ゝ
わ
る
ゆ
へ
、
食
一
度
夜
は
休き
う
そ
く足
す
る
ゆ

へ
に
、
食
五
度
は
か
り
也
。
男
は
形
か
た
ち
か
ほ顔
壮そ
う
け
ん健
に
し
て
、
髪か
み

赤あ
か

く
髭ひ
げ
な
が長

し
。
海
水
に
入
て
魚う
を

を
と
る
ゆ
へ
、
髪か
み

ち
ゞ
み
た
り
。
女
は
』（
二

十
二
葉
オ
）
か
み
を
中
程
に
て
切き

り
、
鉢は
ち
ま
き巻
に
す
。
髭ひ
げ

な
し
。
唇
く
ち
び
るを

針は
り

に
て
突つ
き

入
墨ず
み

し
、
手
の
か
う
に
も
入
墨ず
み

し
て
い
ろ
〳
〵
の
模も
よ
ふ様
あ

り
。
衣い

ふ
く服

の
ゑ
り
に
珠し
ゆ
ず数

の
ご
と
く
玉た
ま

を
つ
ら
ね
付
る
な
り
。
別べ
つ

に

け
さ
の
如
き
物
を
か
け
る
。
是
を
う
ち
し
と
ぎ
と
い
ふ
。
し
と
ぎ
と

は
、
日
本
の
た
ゝ
ぎ
が
ね
の
如
く
に
至し
ご
く極
ち
い
さ
く
、
白し
ろ
が
ね銀
に
て
丸

く
拵こ
し

ら
へ
、
い
ぼ
の
ご
と
き
も
の
有
な
り
。
日
本
の
守ま
も

り
札
の
こ
と

き
物
な
り
。
是
を
身み

に
そ
ふ
る
時
は
、
悪あ
く
ま魔
お
か
す
事
な
し
と
』

（
二
十
二
葉
ウ
）
い
ふ
。
男
女
常つ
ね

に
携た
づ
さへ

持も
ち
ど
う
く

道
具
は
半は
ん
き
う弓

な
り
。
木

に
て
つ
く
る
矢や

は
短み
し
かく

し
て
、
二
ツ
羽
な
り
。
鏃や
ぢ
りに

ど
く
ぬ
り
て
射い

る
な
り
。
毒ど
く
や
く薬

は
と
う
が
ら
し
と
蜘く

も蛛
と
す
り
ま
ぜ
た
る
も
の
也
。

人
の
肌は
だ

肉に
く

へ
入
る
と
肉に
く

く
さ
る
な
り
。
此
矢
に
当
る
時
は
、
そ
こ
の

肉
を
小
刀
に
て
く
り
ぬ
き
、
毒ど
く

を
さ
れ
ば
い
ゆ
る
也
。
ど
く
気き

肉に
く

へ

入
く
さ
り
ぬ
れ
ば
、
小
刀
に
て
く
り
ぬ
く
と
い
へ
共
、
痛い
た

み
な
し
。

矢や
じ
り尻
一
寸
斗
よ
り
深
く
は
入
ざ
る
な
り
。
此
毒ど
く

を
解げ

す
る
に
は
に
ん

に
く
』（
二
十
三
葉
オ
）
と
鉛な
ま
りを
す
り
ま
ぜ
て
ぬ
る
も
よ
し
。
矢や
づ筒ゝ

の
形か
た
ち、
日
本
に
同
じ
。
ゑ
ぐ
し
日
本
の
刀
な
り
。
日
本
よ
り
求も
と
めて
帯た
い

せ
り
。
刃は
も
の
か
ぢ

物
鍛
冶
壱
人
も
な
し
。
す
べ
て
日
本
の
か
た
な
・
わ
き
ざ

し
・
太
刀
の
類る
い

を
用
る
な
り
。
し
つ
た
ん
ね
、
一
説せ
つ

は
し
り
た
ん
ね

と
も
、
是
は
木
に
て
作つ
く

れ
る
刀
な
り
。
常
は
家
内
に
か
け
て
か
ざ
り

置
也
。
他
人
に
飯め
し

を
す
ゝ
め
も
て
な
す
時
、
此
し
つ
た
ん
ね
を
帯た
い

す

る
を
礼
と
す
。
す
ず
、
罪ざ
い
に
ん人
を
た
ゝ
く
棒ぼ
う

な
り
。
長
貮
尺
斗
に
し
て
、

形か
た
ち』（
二
十
三
葉
ウ
）
は
日
本
の
も
ぢ
り
の
如
し
。
い
ぼ
を
う
へ
た

り
。
弓
の
弦つ
る

を
藤ふ
じ

の
真し
ん

を
と
り
用
る
。
蝦ゑ

ぞ夷
に
て
あ
ゐ
と
よ
ぶ
草く
さ

の

か
わ
を
と
り
て
作つ
く

る
也
。
領
主
松ま
つ
ま
へ
ど
の

前
殿
へ
蝦
夷
人
目
見
の
時
、
役
人
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酒
を
出
さ
る
ゝ
に
、
盃
さ
か
づ
きを

き
ろ
ふ
故
、
中ち
う
わ
ん椀

・
小
わ
ん
・
箸は
し

一
本
を

そ
へ
て
出
す
。
其
時
、
手
を
摺す

り
て
礼
拝
し
、
箸は
し

を
と
り
て
鼻は
な

の
下

の
ひ
げ
を
あ
げ
て
酒さ
け

を
三
椀わ
ん

た
べ
て
、
若も
し

だ（
マ
マ
）へ

酔す
ひ

ふ
調て
う
ほ
う法

も
仕
候
へ

ば
、
悪あ
し

し
く
候
間
、
酒
を
御
納
め
下
さ
る
べ
』（
二
十
四
葉
オ
）
く

旨
を
述の
べ

て
、
頭か
し
らを

下
げ
て
一
礼
を
な
す
。
返
事
彼か
れ

是
を
聞き
ゝ
と
ゝ
け届、

酒
を

納
る
也
。
罪ざ
い
く
わ科
有
て
其
人
を
す
ゞ
に
て
打
時
は
、
打
る
ゝ
者
は
、
三

尺
手
ぬ
ぐ
ひ
の
両り
や
う
は
し端を
両
の
手
に
と
つ
て
首く
び

に
か
け
、
か
た
を
ぬ
ぎ

て
廾
間
斗
先
へ
声
を
か
け
、
小
お
ど
り
し
て
走は
し

り
行
、
打
者
も
す
ゞ

を
ふ
り
あ
げ
て
、
是
も
同
じ
く
小
お
ど
り
し
て
跡
よ
り
走は
し

り
か
ゝ
り
、

互た
が
いに

気
の
十
分ぶ
ん

に
み
ち
た
る
時
、
足あ
し

を
ふ
み
ち
が
へ
、
う
け
身み

に
に

な
り
て
』（
二
十
四
葉
ウ
）
立
留
る
。
其
時
、
外
の
人
打
る
ゝ
者
の

前
に
立
ふ
さ
が
り
、
足あ
し

を
踏ふ
み

ち
が
へ
て
、
う
た
る
ゝ
者
の
両
の
ひ
じ

を
と
ら
へ
、
我
腹は
ら

に
あ
て
と
ら
へ
て
打
す
な
り
。
こ
れ
は
う
ち
た
ふ

さ
れ
ぬ
や
う
に
と
也
。
打
者
は
の
し
か
ゝ
り
、
十
分
に
打
ち
互
た
が（
い
）の

勢
い
き
を

ひ
面
白
く
、
い
た
ま
ざ
る
様
と
先
へ
こ
と
は
り
頼た
の

め
ば
、
す
ゞ
を
布ぬ
の

に
て
ま
く
な
り
。
勿
論
打
に
多た
し
や
う少
有
之
、
罪つ
み

の
軽け
い
ぢ
う重
に
よ
る
な
り
。

蝦ゑ

ぞ夷
け
ん
く
わ
は
口こ
う
ろ
ん論
す
る
時
、
す
ゞ
に
て
打
合
ふ
な
り
。
ま
け
に

成
べ
し
。
見
ゆ
れ
』（
二
十
五
葉
オ
）
ば
、
例れ
い

の
ご
と
く
債つ
く
のひ

を
出

し
て
詫わ
ひ
こ
と言

す
る
な
り
。
す
ゞ
を
請う
け

や
う
を
幼
少
五
六
歳
よ
り
習な
ろ

ふ
。

初
に
は
革か
は

を
背せ
な
か中

に
当
て
う
け
習な
ら

は
す
。
痛い
た
み
つ
よ強く

し
て
も
打
殺こ
ろ

さ
れ

さ
る
様
の
練れ
ん
ま磨

を
な
ら
ひ
覚
て
、
第
一
の
芸げ
い
の
ふ能

と
す
。
半は
ん
き
う弓

に
て
的ま
と

を
射い

さ
せ
け
る
に
、
十
本
に
十
本
は
ま
る
に
あ
た
る
な
り
。
こ
れ
は
、

的ま
と

を
射い

な
れ
ざ
る
故
な
り
。
鳥と
り

を
射い

、
獣
け
だ
も
のを

ね
ろ
ふ
時
は
、
こ
ま
か

に
あ
た
る
事
十
本
に
一
本
も
は
づ
れ
ぬ
な
り
。』（
二
十
五
葉
ウ
）

古
新
奇
談
貮
編
第
拾
壱
終
』（
裏
見
返
し
）

［
追
記
］

※�

本
書
中
に
は
、
今
日
の
人
権
擁
護
の
見
地
に
照
ら
し
て
不
当
・
不

適
当
と
思
わ
れ
る
語
句
や
表
現
が
あ
る
が
、
作
品
発
表
時
の
時
代

的
背
景
を
考
え
合
わ
せ
、
原
本
の
表
現
通
り
と
し
た
。『
古
新
奇

談
』
の
閲
覧
な
ら
び
に
翻
刻
紹
介
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
中
京
大
学

図
書
館
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。


